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部 長

大谷 俊郎
慶應義塾大学
看護医療学部教授

H・コーチ

阪口 裕昭
慶應義塾大学

慶應義塾高等学校教員

監 督

宮幸 朗
慶應義塾大学

コーチ

舟越 幹洋
慶應義塾大学

A・コーチ

関 淳平
慶應義塾大学

A・コーチ

鈴木 惇志
慶應義塾大学

S・トレーナー

主 務

木塚 孝幸

朝田 祐伍

慶應義塾大学

C・トレーナー

学生コーチ

木畑 実麻

松村 直樹

慶應義塾大学

慶應義塾
政治 4

4
環境情報 4

① G	 ② 177	 ③ 72
④Ｏ	 ⑤ 1992/7/23
⑥洛南
⑦最後への想い！全力で
ぶつけます！みなさん
と一緒に若き血を！

伊
いとう

藤 良
りょうた

太

8
経済 4

① G	 ② 175	 ③ 63
④ B	 ⑤ 1992/9/8
⑥慶應義塾湘南藤沢
⑦ 4年生の意地見せます。

土
ど ひ

肥 啄
たく じ

史

5
環境情報 4

① G	 ② 183	 ③ 76
④Ｏ	 ⑤ 1992/8/9
⑥世田谷学園
⑦若き血魅せます。

吉
よしかわ

川 治
じぇ い

瑛

9
理工 4

① F	 ② 184	 ③ 92
④ O	 ⑤ 1992/4/2
⑥慶應義塾
⑦リバウンドやルーズ
ボールなどの泥臭い部
分で頑張っていきます。

中
なかむら

村 滉
こうへい

平

6
政治 4

① F	 ② 189	 ③ 84
④ AB	 ⑤ 1992/11/30
⑥慶應義塾
⑦ 4 年目の雪辱。絶対に
負けられない。

権
ごんだ

田 隆
りゅうと

人

10
環境情報 3

① G	 ② 180	 ③ 75
④ B	 ⑤ 1993/7/31
⑥洛南	⑦チームを勝利に
導けるプレーヤーにな
ります。

大
おおもと

元 孝
たかふみ

文

7
環境情報 3

① CF	 ② 192	 ③ 86
④ O	 ⑤ 1994/3/22
⑥延岡学園
⑦慶應義塾の勝利に貢献
します。

黒
くろき

木 亮
りょう

11
経済 3

① G	 ② 179	 ③ 70
④ A	 ⑤ 1993/5/20
⑥県立厚木東
⑦勝って若き血を歌いた
い！

桑
くわはら

原 竜
りょうま

馬

12
経済 3

① F	 ② 186	 ③ 78
④ B	 ⑤ 1993/4/26
⑥慶應義塾
⑦強い方が勝つんじゃな
い、勝った方が強いん
だ。

清
せいけ

家 智
さとし

13
環境情報 3

① G	 ② 185	 ③ 82
④ A	 ⑤ 1993/4/10
⑥福岡大附属大濠
⑦三度目の正直。優勝し
ます。

福
ふくもと

元 直
なお と

人

14
環境情報 3

① G	 ② 182	 ③ 78
④ A	 ⑤ 1993/7/27
⑥國學院久我山
⑦持ち味を活かし、チー
ムの勝利に貢献します。

真
ま き

木 達
たつみ

15
経済 3

① G	 ② 173	 ③ 71
④ O	 ⑤ 1993/4/17
⑥慶應義塾湘南藤沢
⑦子曰く、巧言は徳を乱
る。小を忍ばざれば則
ち大諜を乱る。

山
やまざき

崎 健
けん じ

詞

16
総合政策 3

① G	 ② 168	 ③ 68
④ O	 ⑤ 1993/5/1
⑥県立高崎
⑦チームの勝利のために
尽くします！

中
なかじま

島 一
いっ き

樹

17
環境情報 2

① F	 ② 187	 ③ 80
④ AB	 ⑤ 1994/9/2
⑥県立横浜緑ヶ丘
⑦逆襲。

金
かない

井 堅
けんすけ

介

18
環境情報 2

① F	 ② 182	 ③ 73
④ A	 ⑤ 1994/4/28
⑥県立鶴丸
⑦楽を望み、苦に臨む。

金
かねこ

子 煕
ひかる

19
環境情報 2

① G	 ② 175	 ③ 68
④ A	 ⑤ 1994/10/18
⑥藤枝明誠
⑦慶應に勝利を。ボール
をください。点取りま
す。

後
ごとう

藤 宏
こう た

太

20
総合政策 2

① G	 ② 178	 ③ 73
④ O	 ⑤ 1994/7/13
⑥洛南
⑦「練習ハ不可能ヲ可能
ニス」を体現できるよ
う日々精進いたします。

西
にしど

戸 良
りょう

21
経済 2

① F	 ② 180	 ③ 70
④ A	 ⑤ 1994/6/21
⑥慶應義塾
⑦速攻の先頭を走ります。

藤
ふじい

井 和
かず お

朗

22
経済 2

① G	 ② 168	 ③ 61
④ A	 ⑤ 1994/6/17
⑥慶應義塾湘南藤沢
⑦自分の役割を考え、チー
ムに貢献できるよう頑
張ります。

松
まつおか

岡 祐
ゆうすけ

介

23
環境情報 3

① C	 ② 193	 ③ 88
④ B	 ⑤ 1993/8/10
⑥県立秋田
⑦勝ちにいきます。

山
やまざき

崎 哲
さとし

※	①ポジション		②身長		③体重		④血液型		⑤生年月日		⑥出身校		⑦自己アピール（選手が考案した文章をそのまま掲載）※	①ポジション		②身長		③体重		④血液型		⑤生年月日		⑥出身校		⑦自己アピール（選手が考案した文章をそのまま掲載）

慶應義塾湘南藤沢
経済 4



10

氏 名 学部・学年 Ｐ 身長 体重 血液型 生年月日 出身校 自己アピール

八島 太郎 商 4 学生トレーナー 178 70 O 1992/		7/		1 慶應義塾湘南藤沢
四度目の正直！！！記念館で最高の勝
利を必ず！！！

柴田 篤志 経 済 3 学連
派遣 173 65 A 1993/11/30 慶應義塾志木 3年間の屈辱を晴らします！

田辺 夏彦 経 済 3 学生
コーチ 189 74 B 1993/		9/21 慶應義塾湘南藤沢 できることは全てやりました。

角田侑大華 商 3 学生トレーナー 179 64 B 1993/		9/30 慶應義塾 みんなで！日吉で！ウイニングパレー
ド！！！

平山 浩樹 法 律 3 副務 180 70 B 1993/		6/		2 都立西 三度目の正直。

金子 育史 法 律 2 志木高コーチ 181 73 AB 1995/		2/		2 慶應義塾志木 慶應を下から支えます。

大村 航生 環境情報 1 G 168 58 B 1995/		8/20 立正 挑戦！！

木村 能生 環境情報 1 CF 192 81 O 1996/		3/11 東山 がむしゃらにプレーして、部内が活気
付くように努力して行きたいです。

堂本阿斗ディーン 商 1 F 187 83 B 1995/		8/18 慶應義塾 真剣勝負。そして勝利。

トカチョフサワ 環境情報 1 CF 192 80 A 1995/10/14 國學院久我山 チームが一回でも多く攻められるよう
にリバウンドを死ぬ気で取ります。

服部信太朗 商 1 F 185 78 A 1994/		6/		3 巣鴨 チームを盛り上げて勝利に貢献しま
す！

林 源 経 済 1 塾高
コーチ 173 63 O 1995/		7/		7 慶應義塾 伝統の一戦、自分の役割果たします。

原 義裕 政 治 1 G 180 77 B 1995/		7/24 慶應義塾湘南藤沢
チームの勝利に貢献するために役割を
果たします！

山本 晴太 法 律 1 志木高コーチ 175 68 A 1995/10/		2 慶應義塾志木 自分の役割をしっかり考え、チームに
貢献できるよう頑張ります。
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※ ①ポジション  ②身長  ③血液型  ④生年月日  ⑤出身校  ⑥自己アピール（選手が考案した文章をそのまま掲載）※ ①ポジション  ②身長  ③血液型  ④生年月日  ⑤出身校  ⑥自己アピール（選手が考案した文章をそのまま掲載）

4
商 4

① G ② 158 ③ A
④ 1992/7/19
⑤県立三条
⑥本気、やる気、元気

玉
たまはし

橋 美
みさ き

咲

8
看護 3

① F ② 160 ③ O
④ 1992/12/20
⑤愛知淑徳
⑥思いっきりぶつかって

いきます！

酒
さかい

井 亜
あ や

弥

5
政治 4

① G ② 158 ③ B
④ 1992/11/23
⑤県立柏陽
⑥勝ち気、負けん気、攻

め気

軽
かるべ

部 陽
よう こ

子

9
理工 3

① F ② 160 ③ AB
④ 1994/2/26
⑤県立横浜平沼
⑥一瞬にすべてを！

遠
えんどう

藤 真
ま お か

央香

6
商 4

① C ② 165 ③ A
④ 1992/7/22
⑤大妻多摩
⑥根気、強気、活気

大
おおうら

浦 由
ゆ り か

梨佳

10
文 3

① G ② 158 ③ A
④ 1993/5/10
⑤都立日比谷
⑥できることを精一杯頑

張ります。

周
しゅうとう

東 彩
あや な

菜

7
商 3

① F ② 160 ③ AB
④ 1993/8/18
⑤慶應義塾女子
⑥ベストを尽くします。

虎
とらいわ

岩 里
り か

佳

11
経済 3

① G ② 158 ③ A
④ 1994/3/5
⑤慶應義塾女子
⑥一生懸命頑張ります。

野
のじり

尻 友
ゆ り か

里香

12

16

文 2

文 1

① F ② 168 ③ A
④ 1994/1/27
⑤八雲学園
⑥挑戦する気持ちを持ち、

最 後 ま で 楽 し ん で プ
レーしたいと思います。

① G ② 160 ③ O
④ 1995/8/8
⑤雙葉
⑥精一杯頑張ります！

中
なかむら

村 実
みさ と

里

亀
かめ だ

田 葉
はづ き

月

13

17

経済 2

文 1

① C ② 163 ③ A
④ 1994/4/18
⑤都立日比谷
⑥昨年とは違った自分を見

せるため、できる限りを
尽くしてプレーします。

① F ② 160 ③ O
④ 1995/5/30
⑤都立戸山
⑥とにかく一生懸命頑張

りたいです！

石
いしはら

原 早
さお り

織

鈴
すず き

木 帆
はん な

奈

14 15
政治 2 政治 1

① F ② 165 ③ AB
④ 1994/7/31
⑤慶應義塾女子
⑥練習の成果をしっかり

出して、自分の役割を
果たします。

① F ② 164 ③ A
④ 1995/9/17
⑤県立岡山朝日
⑥少しでもチームに貢献

で き る よ う 頑 張 り ま
す！

清
しみず

水 麻
あさ こ

子 光
みつ だ

田 美
みな み

波

部 長

大谷 俊郎

慶應義塾大学

ヘッドコーチ

岩崎 友子

日本体育大学

チームドクター

伊藤 恵梨

高知大学

女子高コーチ

瀧本 有加

慶應義塾女子
商・２

副 務

周東 彩菜

都立日比谷
文・３

コンディショニングコーチ

木塚 孝幸

慶應義塾大学

主 務

吉次真秀子

慶應義塾湘南藤沢
政治・３

監 督

関 雅之

慶應義塾大学
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価
が
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

二
人
目
は
、〝
本
塾
の
ア
イ
ア

ン
マ
ン
〟
福
元
直
人
だ
。
昨
年
ま

で
は
伊
藤
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
の
が
記
憶
に
新

し
い
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
練
習
中

か
ら
激
し
く
檄
を
飛
ば
し
、
正
司

令
塔
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
始
め

た
。
必
殺
技
は
、
強
靭
な
肉
体
に

そ
ぐ
わ
な
い
巧
み
な
ボ
ー
ル
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
か
ら
繰
り
出
す
キ
ラ
ー

ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
。
加
え
て
相
手

を
欺
く
ノ
ー
ル
ッ
ク
パ
ス
で
、
本

塾
を
勝
利
へ
と
導
く
。

三
人
目
は〝
本
塾
の
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
〟
黒
木
亮
。
１
９
２
セ
ン
チ

と
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
小
柄
な
方

で
あ
る
が
、
相
手
オ
フ
ェ
ン
ス
は

ゴ
ー
ル
下
で
珍
獣
の
如
く
構
え
て

い
る
彼
か
ら
、
見
え
な
い
威
圧
感

を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
高
確
率
の
ジ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ー

ト
に
は
、〝
脱
帽
〟
の
一
言
。
勝

負
ど
こ
ろ
で
仕
事
が
で
き
る
、
貴

重
な
ビ
ッ
グ
マ
ン
だ
。

そ
し
て
四
人
目
は
、〝
本
塾
の

ど
ど
ん
波
〟
真
木
達
だ
。
一
昨
年

の
慶
早
戦
で
敗
戦
は
し
た
も
の

の
、
一
年
生
と
は
思
え
な
い
活
躍

を
し
て
か
ら
早
2
年
、
彼
は
勝
利

に
飢
え
な
が
ら
練
習
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
得
意
の
光
速
ド
ラ
イ
ブ

に
パ
ワ
ー
が
加
わ
り
、
ゲ
ー
ム
メ

イ
ク
力
を
備
え
付
け
た
彼
に
、
最

早
死
角
な
ど
な
い
。

利
に
近
づ
く
こ
と
は
間
違
い
な

い
。今

シ
ー
ズ
ン
の
鍵
と
な
る
の

は
、
２
年
生
の
成
長
及
び
チ
ー
ム

へ
の
貢
献
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
そ
こ
で
飽
く
な
き
努
力

を
し
続
け
て
い
る
、
本
塾
の〝
ス

プ
ラ
ッ
シ
ュ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
〟と
呼

ば
れ
る
二
人
を
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
は
、〝
本
塾
の
ス
ポ
ン
ジ

ボ
ブ
〟
西
戸
良
だ
。
彼
は
昨
シ
ー

ズ
ン
、
ル
ー
キ
ー
な
が
ら
ス
タ
メ

ン
に
大
抜
擢
さ
れ
、
１
部
復
帰
に

大
き
く
貢
献
し
た
。
高
い
運
動
能

力
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｉ
Ｑ
を

合
わ
せ
持
つ
た
め
、
ス
ポ
ン
ジ
の

よ
う
に
様
々
な
こ
と
を
吸
収
し
、

現
在
も
右
肩
上
が
り
に
成
長
し
続

け
て
い
る
。
超
速
リ
リ
ー
ス
か
ら

の
ジ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ー
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
相
手
ビ
ッ
グ
マ
ン
を
欺
く

テ
ィ
ア
ド
ロ
ッ
プ
は
必
見
だ
。

そ
し
て
も
う
一
人
は
、〝
本
塾

の
シ
ル
ク
〟
後
藤
宏
太
。
チ
ー
ム

１
の
シ
ュ
ー
ト
力
を
誇
り
、
今

シ
ー
ズ
ン
か
ら
３
ポ
イ
ン
ト

シ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
た
。〝
隙
あ
ら
ば
〟
シ
ュ
ー

ト
を
狙
い
、
リ
ン
グ
に
当
た
る
こ

と
な
く
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
す
さ
ま

は
、
ま
さ
に〝
シ
ル
ク
〟
そ
の
も

の
で
あ
る
。
一
旦
火
が
つ
い
た
２

人
を
止
め
る
の
に
、
早
稲
田
は
途

轍
も
な
い
労
力
を
費
や
す
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
え
ぐ

る
よ
う
な
ド
ラ
イ
ブ
が
持
ち
味
の

金
子
熙
、
オ
フ
ェ
ン
ス
リ
バ
ウ
ン

ド
の
光
る
金
井
堅
介
、
内
部
進
学

生
の
藤
井
和
朗
と
松
岡
祐
介
の
気

２
０
１
３
年
シ
ー
ズ
ン
の
本
塾

は
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
成
長
が
見

ら
れ
た
１
年
で
あ
っ
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
ベ
ス
ト
８

決
め
で
東
海
に
負
け
た
も
の
の
接

戦
を
繰
り
広
げ
、
そ
の
後
の
順
位

決
定
戦
で
勝
利
を
重
ね
10
位
と
な

る
。
２
部
リ
ー
グ
で
迎
え
た
秋
季

リ
ー
グ
戦
は
、
一
つ
ず
つ
勝
利
を

積
み
重
ね
、
17
勝
１
敗
と
優
勝
。

入
れ
替
え
戦
で
も
、
１
部
の
中
央

大
学
に
持
ち
味
で
あ
る
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
を
武
器
に
立
ち
向
か
い
、
２

連
勝
を
記
録
。
悲
願
の
１
部
復
帰

を
果
た
し
た
。

だ
が
、
６
月
の
慶
早
戦
で
は
、

３
Ｑ
ま
で
リ
ー
ド
す
る
も
の
の
、

４
Ｑ
に
大
量
失
点
を
許
し
惜
し
く

も
敗
戦
。
慶
早
戦
に
関
し
て
は
３

今
年
の
チ
ー
ム
を
語
る
の
に
、

欠
か
せ
な
い
の
が
本
塾
の〝Fab 

Five

〟と
呼
ば
れ
る
４
年
生
だ
。

ま
ず
は
、〝
本
塾
の
ゴ
ッ
ド
〟

伊
藤
良
太
。
入
学
し
て
か
ら
長
ら

く
本
塾
の
絶
対
的
な
エ
ー
ス
ガ
ー

ド
と
し
て
君
臨
し
、
昨
季
の
秋
の

リ
ー
グ
戦
で
は
、
２
部
得
点
王
・

ス
テ
ィ
ー
ル
王
の
二
冠
を
達
成
し

連
敗
、
つ
ま
り
今
年
の
最
上
級
生

は
、
未
だ
慶
早
戦
優
勝
を
１
度
も

成
し
遂
げ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、今
年
の
彼
ら
は
何
よ
り
も〝
慶

早
戦
で
の
勝
利
〟を
渇
望
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は「
殊
勝
」。
こ
れ
は
、「
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
真
摯
に
取
り
組

み「
人
々
に
感
動
を
与
え
る
チ
ー

ム
を
目
指
し
」、
か
つ「
勝
利
を

求
め
る
」と
い
う
こ
と
を
意
図
し

て
い
る
。
本
塾
の
ホ
ー
ム
と
な
る

記
念
館
を
感
動
の
渦
に
巻
き
込
む

べ
く
、
勝
利
を
目
指
し
て
い
く
所

存
で
あ
る
。

こ
こ
で
、「
絶
対
に
負
け
ら
れ

な
い
戦
い
」が
遂
に
幕
を
開
け
る
。

や
ら
れ
た
ら
や
り
返
す
、
倍
返
し

だ
!!

た
頼
れ
る
主
将
で
あ
る
。
正
確
無

比
な
シ
ュ
ー
ト
、
果
敢
な
ド
ラ
イ

ブ
、
執
拗
な
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
は

チ
ー
ム
メ
イ
ト
も
口
を
揃
え
て

〝
完
成
形
〟
と
称
す
る
ほ
ど
ま
で

成
長
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
２
番

に
コ
ン
バ
ー
ト
さ
れ
、
よ
り
一
層

得
点
に
期
待
が
か
か
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
彼
が
本
塾
の
勝
敗
を
握

り
、
勝
利
の
２
文
字
を
与
え
て
く

れ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
伊
藤
と
共
に
、
副
将
と
し

て
チ
ー
ム
を
牽
引
し
て
く
れ
る
の

が〝
本
塾
の
ウ
ル
ヴ
ァ
リ
ン
〟
吉

川
治
瑛
だ
。
普
段
は
陽
気
で
楽
し

い
性
格
だ
が
、
最
上
級
生
の
自
覚

が
芽
生
え
た
彼
は
コ
ー
ト
に
入
る

と
一
変
し
、
厳
し
い
面
持
ち
で
常

に
周
り
に
声
を
か
け
、
チ
ー
ム
を

鼓
舞
し
て
い
る
。
得
意
の
鋭
い
ド

ラ
イ
ブ
は
健
在
で
、
六
大
学
リ
ー

グ
で
は
２
分
間
で
11
得
点
す
る
と

い
う
驚
異
的
な
得
点
力
を
見
せ
つ

け
た
。
早
稲
田
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

は
、
彼
に
よ
っ
て
崩
壊
す
る
こ
と

間
違
い
な
し
！

そ
し
て
、
Mr
・
ペ
リ
メ
ー
タ
ー

の
名
を
欲
し
い
が
ま
ま
に
し
て
い

る〝
本
塾
の
萬
屋
〟、
権
田
隆
人
。

１
９
０
セ
ン
チ
か
ら
放
た
れ
る

フ
ェ
イ
ダ
ウ
ェ
イ
ジ
ャ
ン
パ
ー

は
、ま
さ
に
ア
ン
ス
ト
ッ
パ
ブ
ル
。

昨
年
度
ま
で
の
２
年
間
、
主
力

と
し
て
活
躍
し
て
き
た
３
年
生
。

特
に
昨
シ
ー
ズ
ン
の
偉
業
は
、
彼

ら
な
し
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
今
年
は
更
に
上
級
生
と

し
て
の
自
覚
も
加
わ
り
、
練
習
中

か
ら
｢
時
に
は
４
年
生
を
も
上
回

る
気
迫
｣
を
見
せ
て
い
る
。
そ
ん

な
３
年
生
に
は
１
年
時
よ
り
試
合

に
活
躍
し
て
き
た
、
言
わ
ず
と
知

れ
た
本
塾
の〝
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
４
〟
に
加
え
、
成
長
著

し
い
メ
ン
バ
ー
が
揃
う
。

一
人
目
は
、〝
本
塾
の
岡
本
太

加
え
て
ビ
ッ
ク
マ
ン
な
が
ら
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
巧
み
で
、
課
題
で

あ
っ
た
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
克
服
し

つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
シ
ー
ズ

ン
か
ら
１
番
と
し
て
起
用
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
最
上

級
生
な
が
ら
未
だ
に
進
化
し
続
け

て
い
る
。

そ
の
権
田
の
高
校
時
代
相
方

だ
っ
た〝
本
塾
の
グ
リ
ズ
リ
ー
〟

中
村
滉
平
も
注
目
だ
。
今
シ
ー
ズ

ン
か
ら
自
ら
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
取

り
入
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ

た
こ
と
で
、
恵
ま
れ
た
体
に
よ
り

一
層
磨
き
が
か
か
っ
た
。
本
塾
の

代
名
詞
で
あ
る
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
・

リ
バ
ウ
ン
ド
・
ル
ー
ズ
ボ
ー
ル
を

貪
欲
に
こ
な
す
彼
は
、
本
塾
の
危

機
を
必
ず
救
っ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
。最

後
に〝
本
塾
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
〟
土
肥
啄
史
を
紹
介
し
よ
う
。

腰
の
怪
我
か
ら
完
全
復
活
を
遂

げ
、
得
意
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ド

シ
ュ
ー
ト
と
フ
ロ
ー
タ
ー

シ
ュ
ー
ト
で
試
合
の
流
れ
を
変

え
る
。

彼
ら
が
入
学
し
て
か
ら
一
度
も

勝
利
を
あ
げ
て
い
な
い
慶
早
戦
。

今
ま
で
の
雪
辱
を
果
た
し
、
優
勝

を
勝
ち
取
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ

う
。

郎
〟
大
元
孝
文
だ
。
彼
は
普
段
根

暗
な
性
格
で
有
名
だ
が
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
と
な
れ
ば
話
は
別
。
鋭
い

ド
ラ
イ
ブ
か
ら
の
ダ
ン
ク
シ
ュ
ー

ト
、
ク
イ
ッ
ク
リ
リ
ー
ス
か
ら
放

た
れ
る
3
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
さ
に

〝
芸
術
は
爆
発
だ
〟
と
い
う
言
葉

そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
昨
年
か
ら

デ
ィ
フ
ェ
ン
サ
ー
と
し
て
の
自
覚

も
芽
生
え
、
天
性
の
瞬
発
力
を
活

か
し
た
ス
テ
ィ
ー
ル
は
相
手
を
絶

望
へ
と
陥
れ
る
。
彼
も
間
違
い
な

く
本
塾
の
勝
敗
を
握
っ
て
い
る
一

人
で
あ
り
、
エ
ー
ス
と
し
て
の
真

ま
た
、
山
崎
哲
は
未
だ
成
長
し

続
け
て
お
り
、
シ
ー
ズ
ン
イ
ン
か

ら
意
欲
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励

ん
だ
こ
と
か
ら
、
課
題
で
あ
っ
た

フ
ィ
ジ
カ
ル
面
を
克
服
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
大
き
な
手
を
活
か

し
た
オ
フ
ェ
ン
ス
リ
バ
ウ
ン
ド
に

は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

桑
原
竜
馬
は
、
過
去
２
年
間
メ

ガ
ホ
ン
で
応
援
す
る
日
々
を
送
っ

て
い
た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
プ

レ
イ
タ
イ
ム
を
奪
取
。
冷
静
に
決

め
て
く
る
３
ポ
イ
ン
ト
と
闘
争
心

溢
れ
る
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
貢
献
す

る
姿
は
、
ま
さ
に〝
塾
生
の
鑑
〟

そ
の
も
の
。

清
家
智
は
、
コ
ー
ト
を
縦
横
無

尽
に
駆
け
ま
わ
り
、
ガ
ッ
ツ
溢
れ

る
ゴ
ー
ル
下
を
決
め
る〝
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
界
の
重
鎮
〟で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
二
人
の
司
令
塔

を
紹
介
し
た
い
。
淡
々
と
ボ
ー
ル

を
運
ん
で
味
方
に
パ
ス
を
供
給

し
、
落
ち
着
い
た
ゲ
ー
ム
メ
イ
ク

を
す
る
、
い
わ
ゆ
る〝
オ
ー
ル
ド

ス
タ
イ
ル
Ｐ
Ｇ
〟山
崎
健
詞
。

大
木
の
よ
う
な
体
幹
を
活
か
し

た
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
で
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
か
き
回

し
、
味
方
に
ア
シ
ス
ト
す
る
、
い

わ
ゆ
る〝
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル

Ｐ
Ｇ
〟中
島
一
樹
。

タ
レ
ン
ト
が
豊
富
な
３
年
生
。

彼
ら
が
各
々
に
与
え
ら
れ
た
役
割

を
全
う
す
る
こ
と
で
、
本
塾
が
勝

集  

大  

成

豊
富
な
タ
レ
ン
ト

４
年
・
伊
藤
良
太

飛
躍
の
年

迫
溢
れ
る
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
も
必

見
だ
。

４
月
か
ら
新
し
い
仲
間
と
し
て

加
わ
っ
た
６
人
の
１
年
生
。
そ
れ

ぞ
れ
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
異
な

る
も
の
の
、
高
い
志
を
持
っ
て
入

部
し
た
彼
ら
が
チ
ー
ム
に
も
た
ら

す
勢
い
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い

力
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
す
で
に

戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
、〝
本

塾
の
日
本
ア
ル
プ
ス
〟と
呼
ば
れ

る
３
人
を
紹
介
し
た
い
。

一
人
目
は
、〝
本
塾
の
ホ
ワ
イ

ト
マ
ン
バ
〟ト
カ
チ
ョ
フ
・
サ
ワ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
血
が
通
っ
て
い

る
彼
は
、
気
持
ち
を
全
面
に
押
し

出
し
た
リ
バ
ウ
ン
ド
と
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
が
持
ち
味
で
あ
り
、
オ
フ
ェ

ン
ス
で
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
真
上

で
ア
リ
ウ
ー
プ
を
叩
き
込
む
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ナ
ー
だ
。

二
人
目
は
、〝
本
塾
の
あ
め
ん

ぼ
〟
木
村
能
生
だ
。
日
本
人
離
れ

し
た
長
い
手
足
を
活
か
し
た
リ
バ

ウ
ン
ド
は
も
ち
ろ
ん
、
軽
々
と
決

め
る
ダ
ン
ク
か
ら
は
目
が
離
せ
な

い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
三
人
目
は〝
本
塾
の
陸

の
王
者
〟
堂
本
阿
斗
デ
ィ
ー
ン
。

幼
稚
舎
か
ら
今
日
ま
で
慶
應
義
塾

と
い
う
生
粋
の
内
部
進
学
生
で
あ

る
彼
は
、
ル
ー
キ
ー
な
が
ら
誰
よ

り
も
慶
早
戦
の
重
み
を
理
解
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
巧
み
な
ス

テ
ッ
プ
ワ
ー
ク
か
ら
の
多
彩
な

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
に
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

は
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し

で
あ
る
。

長
ら
く
遠
ざ
か
っ
て
い
る
慶
早

戦
優
勝
。
伝
統
の
堅
守
速
攻
、
全

員
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
４
年
ぶ
り
の
優

勝
を
今
年
に
。
人
事
を
尽
く
し
て

天
命
を
待
つ
。

３
年
・
黒
木

亮

３
年
・
大
元
孝
文

殊 

勝
慶
應

２
年
・
西
戸

良
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こ
の
一
瞬
を
、全
力
で

昨
年
度
本
塾
は
、
チ
ー
ム
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
一
意
専
心
」
を
掲
げ
、
三
部

復
帰
を
目
指
し
て
日
々
練
習
に
励

ん
だ
。

秋
の
リ
ー
グ
戦
で
は
、
グ
ル
ー

プ
一
位
通
過
・
入
れ
替
え
戦
ま
で

駒
を
進
め
る
も
勝
利
を
掴
む
こ
と

が
で
き
ず
、
四
部
残
留
と
い
う
悔

し
い
結
果
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
年
こ
そ
三
部
復
帰

を
果
た
す
た
め
ス
ロ
ー
ガ
ン

「Focus on this m
om

ent

」
の
下

新
体
制
に
て
、
体
作
り
か
ら
の
見

直
し
・
チ
ー
ム
全
体
の
走
力
底
上

げ
の
た
め
に
地
道
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

本
塾
ら
し
い
〝
走
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
〟

に
更
に
磨
き
を
か
け
、
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
戦
う
姿
を
と
く
と
ご
覧

あ
れ
！

そ
れ
で
は
こ
こ
か
ら
、
今
年
度

チ
ー
ム
を
牽
引
す
る
四
年
生
を
紹

介
し
よ
う
。

本
塾
の
頼
れ
る
主
将
＃
４
玉
橋

美
咲
は
、
高
い
精
度
を
誇
る
シ
ュ
ー

ト
と
強
靭
な
体
で
、
攻
守
に
お
い

て
チ
ー
ム
の
要
に
な
る
こ
と
間
違

い
な
い
。
足
首
の
怪
我
と
戦
い
な

が
ら
も
大
好
き
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
に

真
摯
に
向
き
合
い
努
力
す
る
姿
に
、

チ
ー
ム
全
員
が
絶
対
的
な
信
頼
を

寄
せ
る
。
一
年
時
か
ら
試
合
に
出

場
し
て
き
た
彼
女
が
、
最
後
の
慶

早
戦
に
か
け
る
想
い
は
格
別
で
あ

る
。副

将
で
あ
る
＃
５
軽
部
陽
子
。

人
当
た
り
の
良
い
彼
女
は
、
チ
ー

ム
を
明
る
く
す
る
ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
。
コ
ー
ト
の
上
で
は

最
大
の
武
器
と
も
い
え
る
ス
ピ
ー

ド
を
生
か
し
、
速
攻
の
起
点
と
な

る
。
ボ
ー
ル
に
対
す
る
鋭
い
嗅
覚

で
、
虎
視
眈
々
と
イ
ン
タ
ー
セ
プ

ト
を
狙
う
。
彼
女
の
絶
対
に
譲
れ

な
い
３
P
シ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
の

活
躍
に
も
期
待
！

＃
６
大
浦
由
梨
佳
は
、
膝
の
怪

我
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
精
神
面
・

技
術
面
で
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
支
え

続
け
て
き
た
縁
の
下
の
力
持
ち
。

妥
協
す
る
こ
と
な
く
自
分
を
高
め

て
き
た
彼
女
だ
か
ら
こ
そ
、
怪
我

の
ブ
ラ
ン
ク
を
乗
り
越
え
た
今
が

あ
る
！
鋼
の
ボ
デ
ィ
か
ら
繰
り
出

さ
れ
る
巧
み
な
フ
ッ
ク
シ
ュ
ー
ト

は
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
意
表
を
突
き

本
塾
に
得
点
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。

次
に
、
チ
ー
ム
を
支
え
る
三
年

生
を
紹
介
し
よ
う
。

チ
ー
ム
の
元
気
印
、
＃
７
虎
岩

里
佳
。
彼
女
の
高
い
運
動
能
力
か

ら
生
ま
れ
る
豊
富
な
シ
ュ
ー
ト
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
武
器
に
し
、
い
か

に
得
点
を
伸
ば
せ
る
か
が
チ
ー
ム

の
勝
利
の
鍵
と
な
る
。
特
に
速
い

シ
ュ
ー
ト
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
放
た
れ

る
ジ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ー
ト
は
、
必
見
で

あ
る
。

情
熱
の
女
、
＃
８
酒
井
亜
弥
。

チ
ー
ム
一
熱
い
ハ
ー
ト
の
持
ち
主
で

あ
る
彼
女
は
、
得
意
と
す
る
鋭
い

カ
ッ
ト
イ
ン
や
激
し
い
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
で
攻
守
に
お
い
て
も
、
ま
た
メ

ン
タ
ル
面
に
お
い
て
も
チ
ー
ム
を

奮
い
立
た
せ
る
。
速
攻
の
先
頭
を

走
り
抜
く
走
力
は
、
早
い
試
合
展

開
の
中
で
も
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
。

ク
ー
ル
で
冷
静
沈
着
な
＃
９
遠

藤
真
央
香
。
軽
快
な
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
ド
ラ
イ
ブ

の
切
れ
味
は
、
抜
群
だ
。
卓
越
し

た
ボ
ー
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
で
、
相

手
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

に
も
怯
ま
な
い
。
彼
女
の
キ
ュ
ー

ト
な
ボ
イ
ス
は
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト

を
励
ま
す
糧
に
な
っ
て
い
る
。

驚
異
の
脚
力
を
持
つ
＃
10
周
東

彩
菜
。
副
務
と
し
て
冷
静
に
仕
事

を
こ
な
す
反
面
、
足
元
に
入
り
込

み
相
手
の
ミ
ス
を
誘
う
激
し
い
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
、

ボ
ー
ル
を
必
死
に
追
う
姿
は
勇
猛

果
敢
で
あ
る
。
相
手
の
ガ
ー
ド
も

タ
ジ
タ
ジ
に
な
る
こ
と
、
間
違
い

な
い
。

セ
ン
ス
の
光
る
頭
脳
派
プ
レ
ー

ヤ
ー
、
＃
11
野
尻
友
里
香
。
落
ち

着
い
て
チ
ー
ム
を
操
る
司
令
塔
で

あ
る
彼
女
の
持
ち
味
は
、
何
と
言
っ

て
も
味
方
を
活
か
す
華
麗
な
ア
シ

ス
ト
パ
ス
で
あ
る
。
そ
の
視
野
の

広
さ
か
ら
い
く
つ
も
の
パ
ス
コ
ー

ス
を
狙
い
な
が
ら
、
自
身
も
高
確

率
の
シ
ュ
ー
ト
で
得
点
を
取
り
に

行
く
。

今
年
度
主
務
を
務
め
る
吉
次
真

秀
子
は
、
癒
し
を
も
た
ら
す
本
塾

の
エ
ン
ジ
ェ
ル
だ
。
愛
嬌
あ
る
笑

顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
選
手
の
テ
ー

ピ
ン
グ
か
ら
部
の
実
務
ま
で
、
仕

事
を
テ
キ
パ
キ
こ
な
す
姿
に
選
手

一
同
心
底
惚
れ
込
ん
で
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
下
級
生
な
が
ら

も
チ
ー
ム
の
重
要
な
戦
力
で
あ
る

二
年
生
を
紹
介
す
る
。

洗
練
さ
れ
た
し
な
や
か
な
プ

レ
ー
で
、
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
＃
12

中
村
実
里
。
安
定
し
た
３
P
は
、

幾
多
の
場
面
で
チ
ー
ム
を
救
っ
て

き
た
。
チ
ー
ム
随
一
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

歴
を
誇
る
彼
女
は
、
そ
の
経
験
を

活
か
し
下
級
生
な
が
ら
チ
ー
ム
の

大
黒
柱
を
担
う
存
在
で
あ
る
。
彼

女
の
プ
レ
ー
か
ら
目
が
離
せ
な

い
！チ

ー
ム
の
お
笑
い
担
当
、
＃
13

石
原
早
織
。
普
段
は
芸
人
顔
負
け

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、

チ
ー
ム
に
爆
笑
を
も
た
ら
す
が
、

コ
ー
ト
に
立
つ
と
誰
よ
り
も
走
り
、

そ
し
て
飛
ぶ
！
彼
女
の
高
い
身
体

能
力
か
ら
生
ま
れ
る
リ
バ
ウ
ン
ド

は
、
身
長
差
を
も
の
と
も
し
な
い
。

初
の
慶
早
戦
に
挑
む
、
＃
14
清

水
麻
子
。
昨
年
の
夏
、
一
足
遅
れ

て
の
入
部
と
な
っ
た
彼
女
だ
が

黙
々
と
努
力
を
重
ね
、
今
や
チ
ー

ム
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ

た
。
名
前
の
通
り
清
い
心
を
持
ち

な
が
ら
、
勝
負
所
で
強
さ
を
見
せ

る
。
昨
年
は
観
客
席
か
ら
見
て
い

た
慶
早
戦
に
、
今
年
は
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
コ
ー
ト
に
立
つ
。

美
し
す
ぎ
る
女
子
高
の
コ
ー
チ
、

瀧
本
有
加
。
忙
し
い
日
々
を
送
る

中
、
合
間
を
縫
っ
て
練
習
に
駆
け

つ
け
て
く
れ
る
彼
女
は
、
豊
富
な

知
識
と
彼
女
自
身
選
手
で
あ
っ
た

経
験
か
ら
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
送
り
、
チ
ー
ム
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
や
チ
ー
ム
に
欠
か

せ
な
い
存
在
と
な
っ
た
の
が
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
仲
間
と
な
っ
た

一
年
生
だ
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
旋
風

を
巻
き
起
こ
す
期
待
の
新
戦
力
で

あ
り
、
初
の
慶
早
戦
に
対
す
る
緊

張
感
さ
え
も
力
に
変
え
て
伸
び
伸

び
と
戦
う
。
若
さ
溢
れ
る
彼
女
た

ち
が
、
チ
ー
ム
の
秘
密
兵
器
と
し

て
活
躍
す
る
姿
か
ら
目
が
離
せ
な

い
！今

年
度
の
チ
ー
ム
は
、
人
数
も

少
な
く
、
身
体
も
大
き
く
な
い
。

し
か
し
、
一
人
一
人
が
持
つ
バ
ス

ケ
ッ
ト
に
対
す
る
情
熱
は
ど
の

チ
ー
ム
よ
り
も
熱
い
。
格
上
の
相

手
に
対
し
て
も
怯
む
こ
と
な
く
立

ち
向
か
う
姿
は
、
観
客
を
魅
了
す

る
だ
ろ
う
。
こ
の
慶
早
戦
は
、
こ

れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
本
塾
な

ら
で
は
の
堅
実
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
、

強
豪
早
稲
田
相
手
に
ど
れ
だ
け
通

用
す
る
か
？

新
体
制
と
な
り
昨
年
度
と
は
一

味
違
う
、
本
塾
の
挑
戦
の
場
で
あ

る
。チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
コ
ー

ト
に
立
つ
選
手
た
ち
の
勇
姿
を
、

ど
う
か
見
届
け
て
欲
し
い
。

チ
ー
ム
の
大
黒
柱

溢
れ
る
個
性

副
将

軽
部
陽
子
（
＃
５
）

主
将

玉
橋
美
咲
（
＃
４
）
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――宮幸さんと倉石さんは、大学時代にご関係が

あったそうですが？

宮幸	 私は大学を５年間やり、その最後の年、倉

石さんが１年下でした。それまでの４年間は早稲田

に負け続け、最後の５年目でやっと１勝できました。

倉石さんはもちろんスーパースターで、ゴール下が

すごく強くて誰も抑えられないという感じでした。

しかし、私が３年生の時、倉石さんがフォワードか

ら１番に変わったのです。１番でボールを運ぶよう

になってくれて｢良かったな！｣と思いましたね。そ

のおかげで、５年目の早慶戦に勝てたのです。

倉石	 慶應は、その当時フルコートディフェンス

だったので、｢ボール運びばかりしていた｣という感

じでした。１・２年の頃はフォワードで、得点王な

どを取らせて頂きましたが、最後の年は、｢ガードで

ボールをいっぱいとられた｣というイメージで｢嫌な

チームだな！｣という事と、｢慶應って、なんでこん

なにしつこいチームなんだ？｣という印象でした。

――今度は、監督として対戦することになります

が？

宮幸	 早慶戦は学生の頃に負け続けましたし、や

はり早稲田に勝てれば｢そこそこのチームになれる

のかな？｣とずっと思っていたので、“打倒早稲田”

ということで。

今年は、珍しくリーグが逆転して早稲田が２部に

なってしまいましたが、常にそういうことは関係な

く、｢ライバルとして、何とかして勝ちたい｣と思っ

らいたいです。

――去年の早慶戦について、振り返っていかがです

か？

倉石	 去年は、最後に追い上げられて自分たちが

ミスをして一回逆転を許し、再逆転で勝ちました。し

かし、本来で言えば｢もっと簡単に勝たなくてはい

けない状況｣ではありました。ただ、慶應の追い上

げは｢すごかったな！｣という印象でしたね。ゲーム

としては、｢不味いゲームをしてしまったな｣と思い

ます。

去年は、運動能力や体格の面で慶應より恵まれてい

たので、それで勝てただけです。今年は逆に慶應の

方が大きいので、うちはチャレンジマッチでやって

いかないと！

普通にやっていたら普通に負けてしまうので、｢どう

にかしなくては！｣とは思っています。

飯野	 技術というよりは、精神面で押されてし

まったと思います。途中で崩れて相手のリズムに

持っていかれてしまい最後は立て直すことができま

したが、“勝った”ということだけが唯一の収穫でそ

れ以外何もなかったなと思います。今年は、もちろ

ん内容もある上で勝ちたいと思っています。

宮幸	 去年は、観客席で気楽に見ていたのでよく

覚えていませんが、会場の雰囲気が好きです。良い

プレーが出たら“すごい”という応援は、良いですね。

阪口	 高校のインターハイ予選中だったので残念

ながら見ていませんが、早慶戦というのは昔から１

部とか２部とか関係なく、｢何が起こるかわからな

い｣ので、｢全力でやっていかなくてはいけない｣と

思っています。

――昨季は早慶戦後、両校明暗が分かれる形となり

ましたが、今季好成績を残すために必要なことはな

んでしょうか？

倉石	 ｢１部に上がる｣ことを目指すためには、｢

２部を全勝で勝ちあがる｣くらいのことをしないと

いい成果には繋がらないのです。そのためにも春は

トレーニングを積み重ねて、体を作っていかないと

無理です。リーグ戦は２カ月もあるので、それまで

ています。学生の頃も、同じような感じでしたね。

倉石	 ライバルというイメージはありますが、逆

に言うと｢一番仲がいいのかな？｣とも思うので、両

校が切磋琢磨していくのが一番良いです。ときどき

“スーパースターみたいな選手”が出てくるくらい

で、現実には中心選手になってくれる選手は、なか

なかいない訳です。

本来ならば、両チームが“金の卵”になるような選手

をいっぱい抱え、｢日本のバスケットボールの将来を

明るくする｣というのが、早慶として一番好ましい

ことだと思います。しかし、今はそういうわけにい

かないのが現状です。

両校が、ともに｢リーダーシップを発揮してリーグ

を盛り上げる｣ことによって、関東のリーグも盛り

上がると思いますし、おそらくファンもそれを期待

していると思うので。それが、「早慶に課せられた責

務かな？」とも思っています。

――シーズン始まったばかりですが、新１年生に関

してはいかがでしょうか？

倉石	 １年生がいないと、早稲田はゲームになら

ないですよ。選手がいなくて、これが現実ですね。｢

六大学戦から１年生を使ってすごいな！｣と周りに

思われているかもしれませんが、そうではなくて、１

年生がいないとゲームになりません。

1年生は、体格に恵まれていませんが、慣れてきた

ら、大学の世界でもある程度は機能して、回ってく

れるのではないかと思っています。

飯野	 みんな個人のスキルとかはあるので、あと

はこれから“早稲田のシステム”をしっかり理解し

てやっていけば、きちんと戦力になる選手たちだと

思っています。

宮幸	 私は、まだ練習もあまり見ていなくて、話

だけしか聞いていないので、、、、

阪口	 私自身が、ずっと高校の世界で生きてきた

人間なので、私も｢まず大学に慣れなくては！｣と

思っています。１年生に関してはまだ体が高校生な

ので、今大学生と一緒にやっても吹き飛ばされてし

まう。これから、しっかりトレーニングをやっても

にしっかりと体を作っていって、“春の蓄積”を秋の

リーグで表現していけるようにならないといけない

のです。

今季の目標は、｢１部に復帰することが絶対｣で、そ

の勢いがあればインカレもある程度いけるのではな

いかと思っています。おそらくインカレでベスト４

に入るくらいの勢いがないと、１部に上がることは

できないと思っています。“やっと勝つくらい”だと

多分無理ですね。何が起こるかわからないですし、１

部は｢１部の中でゲームをやっている｣ので、それな

りに揉まれてチーム力は上がってきます。

そのため２部で全勝しても、入替戦で1部に勝てる

なんて保証は無い。インカレでベスト４に入るくら

いの実力をつけていかないとだめだと考えています。

飯野	 少なくとも、ベースは体力です。身長がない

ですし、とにかく走るバスケをしなくてはいけない

ので、そういう意味では｢４０分間戦える体力｣、そ

れから選手の駒数を増やすことが必要です。

他にもシュート力の強化など技術的な課題はありま

すけれども、去年の慶應がやっていた、｢攻撃回数を

増やして、ファーストチャンスでシュートを決めて

くるバスケ｣というのは、見習うべきところだと思

います。

宮幸	 慶應は、スタッフがほとんど変わったので、

そういう意味では試行錯誤を繰り返して、スタッフ

も選手も｢まずはお互いに慣れていかなくては！｣と

思っています。

THE 対談  慶應×早稲田宮幸 朗監督
阪口 裕昭Ｈ・コーチ（慶大） 倉石 平監督

飯野 貴弘Ａ・コーチ（早大）

慶應義塾大学
宮幸朗監督 阪口裕昭Ｈ・コーチ

早稲田大学
飯野貴弘Ａ・コーチ 倉石平監督
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阪口	 倉石さんは、｢日本で一番バスケットを分

かっている方｣だと以前昔から思っているので、｢早

慶戦ではごまかされないように｣と思っています。｢

スパイを送り込んで！｣と思うくらい、｢何とかした

い！｣と思っています。

宮幸	 教えてくれないですよね？(笑)

倉石	 戦術戦略を使えるところまでいけば、どう

にかなる自信はありますが、そこまでいかないのが

現状です。

その手前が大変なので。体力をつけて駒がいっぱい

増えていけば、面白いことができるのではないかと

思っています。早くそういうようにしたいですね。

――早慶戦に勝つために、中心となる選手はいます

か？

倉石	 まず４年生は、陰の力としてリーダーシッ

プを発揮して、メンタル的な支柱としては確実に必

要です。スキル的な問題として、一番試合経験が多

いのは池田ですね。池田が｢どのくらいできるか？｣

は見当がついていないですが、彼が｢どうやったら

一番目立つのか？｣というのは、考えていく必要が

あります。他の何人かが頑張ってくれないと、チー

ムスポーツなので池田は目立ってこないです。

飯野	 池田もそうですし、３年生には他にも木澤

や山本がいますから、彼らが、コートの上で、プレー

面でも、精神面でも、リーダーシップを発揮してく

れる事を期待したいと思います。

ただやはり、学生スポーツは４年生が鍵になると思

キーマンなので、彼にゲームを荒らされたりとかす

ると、ゲームコントロールも、得点も、伊藤の思っ

た通りに全部やられてしまいます。そうすると、慶

應のプレーが全部生きてしまうので、｢伊藤をどのよ

うにおさえるか？｣が、非常に重要です。でも、こ

の六大学前の試合に限ってみると、｢黒木の成長が著

しい！｣という感覚も強く持ちました。

飯野 やっぱり、伊藤ですよね。あとは、大元も難

しい体勢からシュートを決める選手なので、彼の攻

撃力は脅威です。

宮幸 池田は、相当すごいなと。ああいう選手がい

たらいいなと思ってプレーを見ていました。ただ早

慶戦の前にトーナメントがあるので、その辺りでま

た早稲田も変わってくると考えられますので、しっ

かり分析していきたいです。

阪口 倉石さんですね（笑）。本当に早慶戦に全精力

を注ぐように、みんなにも言っていて私もそう思っ

ているのですけど、｢何が起こるかわからない原因を

作る｣のがこの人なので、選手というよりは｢倉石さ

んが何を考えてくるか？｣ですね。

――早慶戦で観客の方々に注目して欲しい点はあり

ますか？

倉石 早慶戦だと選手もみんな過緊張になるくらい

なので、その緊張と緊張がぶつかっているというの

は、そんなに学生の世界では見られないです。イン

カレの決勝だとか、それくらいの雰囲気にならない

とああいう感じは出てこない。

もしかすると、早慶戦はそれ以上かもしれないので、

我々としても緊張している感じです。そういう緊張

した雰囲気を、味わって欲しいなと。１年のうちで

何回も見られる試合ではないですから。

観客が満員になることもあるし、両校ともにものす

ごい応援をすることもあって、ひとつひとつ個に一

喜一憂します。それは他のバスケットのゲームでは

絶対に見られないので、そういう部分を見て欲しい

ですね。

飯野 本当に最後の試合終了の合図が鳴るまで、ど

ちらも絶対手を抜かないで戦うので、そこを見て欲

うので、４年生の支えは不可欠です。期待していま

す。

宮幸	 慶應は、４年生がキャプテンを中心にいろ

いろとやっているので、｢いい思いで卒業して欲しい

な｣と思いますね。次に、最初の５人だけでなく後

から出てくる選手が、｢どれくらいできるか？｣とい

うところだと思います。詳しくは、阪口から。

阪口	 やっぱり、キャプテンの伊藤です。伊藤は、

他チームから集中的にやられると思うので、伊藤が

｢精神的にどれだけ成長してくれるかな？｣と考えて

います。シーズンが始まってからずっと話はしてい

ますが、それが早慶戦に間に合えばいいなと思って

います。

――六大学戦は、今シーズン初めての対外試合でし

たが、手応えはいかがでしたか？

倉石 今までは、インサイドで核となるプレーヤー

がいたので、そういうゲームをやってきたのですが、

今は雲をつかむような状況です。ガードが不安定要

素なゲームばかりやっていますが、試合にはなって

いるのでまあ嬉しいかな。勝ったり負けたりではな

く、ゲームになっていることが嬉しいです。

飯野 体力をつけるためのトレーニングをやってき

たのですが、それがなかなかゲームに現れないとい

うのがあります。もう一つは、倉石さんが言われた

ように、今までのバスケットスタイルから転換しな

いといけない時期に差し掛かっているので、その必

要性を改めて痛感しました。

宮幸 今日もミーティングで、｢これは公式戦か？	

練習試合じゃないよな？｣と話したのですが、こんな

こと言うと悪いですけど、この時期にやるのは少し

理解できないとこもあります。はっきり言って、怪

我人が出なくてよかったなと思います。

阪口 彼らにとって初めての試合ですし、｢どんなも

のなのかな？｣と思っていました。｢バスケットボー

ルの楽しさが分かってくれれば！｣｢のびのびやって

くれれば！｣と、感じました。

――早慶戦で警戒すべき相手選手を教えてください

倉石 それは、やはり伊藤でしょう。伊藤が慶應の

しいですね。

宮幸 やはり緊張感の中で、｢どれくらいできるか？

｣という部分じゃないですかね。多分、“地味なこ

と”をやったほうが勝つと思います。“格好いいこと”

じゃなくてね。

阪口 倉石さんが最初に言っていたように、｢早慶

はすごいライバル！｣であると共に、｢一番仲の良い

チーム同士｣だと思うので、｢相手のプレーに拍手す

る｣ような、そんな雰囲気になったら良いなと。良

いプレーは、良いプレーなので。そして、親しいか

らきつくなる部分もあるのですけどね。

――早慶戦への思い入れや意気込みをお願いします

倉石 思い入れや意気込みと言っても、｢１００％以

上の力を出せ！｣て言うしかないです。それが全て

です。

飯野 勝ちたい。それだけです。

宮幸 練習でやっていることができれば。それだけ

ですね。

阪口 ４年生がやってくると思いますよ。期待して

います。
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――今シーズン初の対外試合（六大学戦）が始まりま

したが、初日を振り返っていかがですか？

伊藤 今年一年、チームとして意識していきたいこ

とは、｢全員で戦う｣ということです。スターターの

５人も、ベンチの選手も、｢全員で声を出して頑張っ

ていこう｣と思って取り組んでいます。

この初日の２試合も、みんなで声を出して“チームで

戦う”という意識を持ってできたので｢良かった｣と思

います。結果、早稲田にも勝って２勝できたので、そ

れも良かったです。

武津 僕らは、トレーニングしかやってきていない

ので、｢試合になるのかな？｣という不安な気持ちで

したが、蓋を開けてみたら｢意外とできた｣というの

が正直なところです。

今年は、早稲田も小さくて去年の河上さんみたいな

エースもいないですし、｢全員で激しくいこう！｣とい

うことで臨みましたが、そこは最初にしては｢できた

かな？｣と思っています。

負けはしましたけれども、｢悪くない！｣という印象で

す。

――春の練習は、どのように取り組んできましたか？

武津 バスケットをやったのは、｢１対１を４本｣と

かで、ほとんどがディフェンスのファンダメンタルと

ランしかやっていないので、最初の試合にしては悪

くないと思います。

伊藤 慶應は、今年から練習メニューを４年生が中

心になって決めていて、ボールとか使っていました

ね。トレーニング班と練習班と２つに分かれ、“１時

間半で交代する”ということを、今年初めて取り組ん

できています。そうすることで、Ａチーム・Ｂチーム

が一緒になって練習しているので、全員が“やりたい

こと”を明確に共通理解でき、｢誰が出てもやるべき

ことができる｣という面で良かったと思います。その

一方、Ｂチームと一緒に練習をするので、合わせて

しまっている面があると思います。

もっともっと競争を高めるために、早慶戦に向けてＡ

チーム・Ｂチームをしっかり分けて、｢やっていかな

ければ！｣と思っています。

日の試合では“一生懸命やっていた”のが、フレッシュ

でいいなと思いました。下級生うまいですし、即戦

力ですね。

伊藤 慶應はこの六大学戦では、阪口さんが“出さな

い”と決めていました。まだ３～４回しか練習に参加

していないので、｢４月からしっかりやろう！｣という

ことで、各自調整しています。

でも戦力になると思いますし、早く一緒にやって｢良

いチームを作っていきたいな！｣と思っています。

――去年の４年生が抜けた穴を埋めることはできそ

うですか？

武津 河上さんがいなくなったのは、得点という面

で相当大きいです。

今年の目標である｢全員でテンポを上げてやるバス

ケ｣が、今日は少しできていたと思います。でも、テ

ンポを上げることによって、今日慶應に９０点取られ

たというのがあるので、そこを改善しなくてはと思い

ます。

伊藤 蛯名さんや矢嶋さん・本橋さんという先輩が

抜けたことは大きいですが、抜けた穴を埋めようと

いう考えは、去年ほどはないと思います。新しい選手

が出てきて、去年の４年生を超える存在を｢どんどん

出していかなくてはいけない｣と思っています。４年

生が精神的な支柱になっていかないと、チームはつ

いてこないと思うので、そこをすごく意識しています。

――昨シーズンは両校明暗が分かれたと思いますが、

振り返っていかがですか？

武津 昨年の４年生は能力が高いですし、高校から

有名な選手が多かったので、リーグ戦が始まる前は｢

いけるのでは？｣という、安易な考えをしていたので

すが、最初の試合でつまずいてしまって、｢何かおか

しい？｣と言っているうちに最後まで歯車が合わな

いままに終わってしまいました。

今年はそういうことにならないように、ミーティング

を多くして｢互いに意見を言い合えるような環境｣を

作りたいと思っています。

伊藤 昨年は、１７勝１敗で２部優勝して１部に復帰

もできました。その４年生が、作り上げてきてくれた

――新チームになり変わったことはありますか？

伊藤 監督もコーチも変わったので、いろいろ変わ

りましたね。慶應は、元来学生が中心で考え、それ

に対しておかしな点があったら監督やコーチが指導

してくれるというチームでしたが、｢今年からまたそ

れをやろう！｣と、練習スケジュールやメニューなど

“すべて学生が考えた上”でやっています。４年生が、

｢しっかり考えてやっていかないといけない！｣とい

うことで、ミーティングも多くやり、下級生もついて

きてくれているので、今はいい感じです。

武津 早稲田もミーティングが多くなっています。

今までは、｢後輩が思っていても言えないこと｣ が

あったと思いますが、｢そういうのをなくそう！｣とい

うことで、学生コーチの吉岡等が中心になり、変えよ

うとしてくれているので、風通しは良くなったと思い

ます。

――新１年生もチームに合流していると思いますが、

いかがですか？

武津 馴染んできて、良いと思います。１年生は、ま

だチームでバスケットをあまりやっていないのに、今

チームの雰囲気を、継続して練習できており 、本当

に４年生のおかげです。

しかし、さらに慶應が強くなるためには、｢もっともっ

と練習しなくてはいけないこと｣があると思っていま

す。

――今季目指していく｢チームとしてのプレースタイ

ル｣などはありますか？

武津 エースがいなくなった分テンポを上げて、｢全

員でしっかり頑張る｣ということを掲げています。そ

うするためにも、トレーニングはかなり時間をかけて

やってきているので、テンポを上げることで得点を

高くして、ディフェンスを粘って走り勝つような感じ

を目指しています。

伊藤 慶應もトレーニングに力を入れており、“１個

１個のスクリーン”等をしっかりやり、｢全員でやって

いこう！｣というのを常に言っています。

青学・東海といった“すごい選手”がいるチームには、

全員でやっていかないと｢早稲田や慶應が勝つこと

はできない！｣と思っています。

――キャプテンとして意識していることはあります

か？

武津 私は伊藤くんみたいに、試合に出て“プレーで

どうこう”というのは難しいと思っているので、普段

の取り組みから｢誰よりも率先してやろう！｣と思っ

ています。言うということも大切ですけれども、｢練

習できついところを頑張る｣といった取り組みは、４

年生として譲らないようにしていて、そこは｢私の中

で大事かな！｣と思っています。

伊藤 バスケットの技術の上手い下手で誰かに伝え

るというよりも、｢きついところを頑張ったり｣｢人が

いないところでも練習をしたり｣、そういう部分で示

していかなければ下級生はついてこない。そういう

ところは、徹底していこうと思っています。

とりあえず｢１番声を出す！｣というところは、この１

年間やっていきたいと思っています。

――お二人はプライベートでも交流はありますか？

伊藤 めっちゃ、仲悪いですね（笑）。

武津 今日も、本当は帰りたかったですけど。全然、
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関わりがないですね。１年の時、リーグ戦でマッチ

アップしたことがあって、それ以来試合後にちょっと

話したりしていますけど。

伊藤 少し似ている部分が、あるみたいですね。

武津 よく言われますね。どこが似ているか、分から

ないですけど（笑）。でも、仲悪くはないです。多分。

――遊びに行ったりはしないのですか？

武津 無いです。

伊藤 絶対無いですね（笑）。連絡先も知らないです。

武津 連絡すること、無いっしょ（笑）。いい距離を

保っています。

――お互いの学校で、仲のいい選手はいますか？

武津 いやー。やっぱり、九州という小さい輪の中

にいたので、そんなにいませんね。

福元は、中学の選抜で一緒でしたが、福元は、先輩

に“ガツガツくるタイプ”じゃないので。あんまり絡

まないですね。

伊藤 友達いる？

武津 学校？いない（笑）。いないですよ。学部は、女

子ばっかりなので。ラグビー部とか何人かいますけ

ど、そういう同じ人としか絡んでないです。

寂しい大学生活を送っています。これから頑張りま

す（笑）。そっちは、洛南多いもんね。

伊藤 私は、平野くんとは１週間くらい前もご飯食

べに行きましたし、それくらい仲がいいですね。高

校の時から、ストレッチ

とシューティングを３年

間ペアでやり続けたので。

あんまり褒めると調子に

乗るので、でもあいつが

いなかったら今の自分が

ないくらい大きい存在で

すね。

洛南の会みたいなのが

あって、とりあえず集ま

りますね。洛南は、上下

関係が全然無いので、な

めていますけど、でも仲

武津 ここからですから、僕らは。

――早慶戦のキーマンとなる選手はどなたですか？

伊藤 主将としては「全員」と言いたいですね。それ

は両校変わらないと思うのですけど。ね？

武津 うん。全員だね。

伊藤 あえて言うなら…。早稲田は？

武津 いやいや！そっちが先に言ってよ！

伊藤 あえて言うなら…。やっぱ大元くん。去年も

３ピリすごかったので。大舞台に強いのでやってくれ

るかなとは思っています。

あとは、権田くんをはじめとする４年生ですね。４年

生は最後なので、私を含めて力を出し切らないとい

けないかなと思っています。

福元くんとかにも、期待ですね。難しいね、あえて

言うのは（笑）。

武津 あえてですよ！私も全員だと思っていますか

ら。

まあ、でもあえて言うなら平野ですかね？ 今日出て

いた４年生も平野だけですからね。彼は、泥臭いプ

レーをするのでキーマンになると思います。

あとは、下級生だったら池田ですね。あいつは、本

当にしっかりしています。しっかり考えていて、しっ

かりチームのために行動できるやつです。

伊藤 完璧だね。彼は。

武津 完璧よ。完璧よ。

伊藤 ルックスもよくて。

武津 池田は、個人的にも信頼していますし、池田

のプレーは｢チームに勝利を呼び寄せる｣と思います。

――警戒している選手はいますか？

伊藤・武津 あーーー！（笑）

伊藤 毎年ある質問だけど、｢あーーー｣ってなるね

（笑）。なんだかんだ言って、｢４年生の戦いなのか

な？｣って個人的には思っていて、武津くんがさっき

言っていた平野くん。あいつは、ほんと気持ちが強

くて粘り強いですし、そういうプレイヤーほど嫌な相

手なので、警戒するのは彼を含めた４年生になると

思います。

慶應としては、｢早稲田の４年生には負けられない！」

がいいですね。

武津 羨ましいですよ。私も舞鶴会やりたいけどね、

人がいないので（笑）。寂しいですよ。

――昨年の早慶戦を振り返っていかがですか？

武津 昨年は、勝つには勝ったのですが、結構僅差

だったので“慶應は強い！”という印象がありました。

ベンチから見ていたので、試合の印象というか会場

での慶應の雰囲気がすごかったです。

慶應が、代々木体育館に入ったら“観客がドッカー

ン！”みたいな。

伊藤 そんなこと、無いっしょ！

武津 早稲田入ってもシーン…。みたいな感じで、｢

まじかよー｣ってなりました。正直。

伊藤 観客の人数同じぐらいでしょ？

武津 いやいや、７：３ぐらいでしたよ。

慶スポ早スポ、ちょっと慶應のほうが多かったです

ね？

武津 ほら！

伊藤 頑張れよ！(笑）。

武津 今年は、日吉なので余計にすごいですよ。ま

あ、まとめると「すごいな！」という感じでした。

伊藤 去年は入院していたのでトーナメントは出ら

れなくて、早慶戦が復帰戦でした。しかし、去年は｢

絶対勝たないといけない！｣という気持ちで戦いまし

たが、やはり河上さんとかにやられました。

４ピリの早稲田って“めちゃくちゃ”強いかったです

よ。いきなり来るので、「あの波に乗っちゃいけな

い！」。

武津 そんなこと思ってないでしょ（笑）。

伊藤 いや、思っているよ！“グーッ”と流れが来る。

でも、慶應を応援する観客のほうが多かったのに、ほ

んと申し訳なかったです。今年は、絶対に勝ちたい

です。申し訳ないけど勝ちます！（笑）。

武津 いやいや。泳がしときます。今日の試合は、慶

應にあげたのですよ。

伊藤 去年は、早稲田が六大学戦で勝ち、早慶戦も

勝っているので、今年は、六大学戦で慶應が勝ちま

したから（笑）。

ので、警戒しています。

武津 気遣っているで

しょ？

伊藤 あとでご飯おごっ

て（笑）。

一同 （笑）

伊藤 でも、もちろん池

田くんであったり、河合

くんであったりすごく上

手いので、やっぱり鍵と

なってくるのは、４年生

だと思っています。

武津 私は、慶應も下級

生の大元くんとか。僕個人的に大元くんのプレー、す

ごく好きです。

伊藤 みんな好きだよ。あんなの誰もできないもん

（笑）。

武津 大元くんとか、あとは大分の後輩の福元くん

とか、警戒すべきだと思いますけど、やっぱりここに

いる伊藤くんをはじめとする４年生ですかね。

一緒になっちゃいますけど、その年に４年生が左右

する部分は、かなり多いと思うので。

伊藤くんとか吉川くんとか、あまり話したことないけ

ど（笑）。

伊藤 友達いないもんね。

武津 ぼっちなんで。でもやっぱり４年生ですね。

――早慶戦の｢ここに注目して欲しい！｣というとこ

ろを教えてください。

伊藤 欲を言うと、Bチーム戦から来て頂きたいです。

武津 私も、同じです。

伊藤 いつも一緒に頑張っている仲間なので、試合

も面白いので彼らのためにも、注目して頂きたいで

す。

武津 本戦のほうは、見て頂けたら分かると思いま

す（笑）。

でも私も、Bチーム戦ですね。あいつらホントに頑

張っていますホント頑張っているので･･･。３回言い

ますけど、ホント頑張っています。るそこは、見て欲
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しいです。

なかなか日の目は浴びてないですけど、普段の取り

組みは真剣にやっていてほんと頑張っていますので、

注目して欲しいです。

伊藤 本戦の見どころは…？

武津 見どころ？

伊藤 この冊子を見るのは、本戦始まる前だからね。

武津 いやぁ、やっぱりお互いさっき言った通り“全

員バスケ”のところですね。全員で戦うので。意地の

戦いになると思います。

伊藤 プライドだね。

武津 うん、気持ちのぶつかり合いだよね。ルーズ

ボールも全力で走って取りに行くと思うので。

伊藤 慶應は、早慶戦優勝が春の一番の目標。何が

何でも、勝ちたいので。

武津 早稲田も！

伊藤 絶対嘘でしょ！（笑）

武津 まあ、最初はこう言わせておいて、泳がせて

おく。

一同 （笑）

伊藤 毎年すごいと思うけど、今年は特にもっと激

しくなると思う。

慶應は３連敗しているので…。

武津 そうだね。早稲田は３連勝しているので。

伊藤 入学してから、１回も勝ったことが無い！。

武津 負けたことない…。とか言って、今年は今年

なので！

伊藤 今年は慶應が、全員で｢丘の上｣を歌うので、一

緒に歌いましょう！

――早慶戦にむけてどのような準備をしていきます

か？

武津 正直早慶戦に向けての準備というか、最終的

な目標はやはりインカレとか一部復帰というのがあ

るので、早慶戦の準備は特にないと思います。

それなりに、慶應の研究はすると思いますが。最終

目標へのステップアップだと思います。

伊藤 早稲田は余裕ですね。３連勝しているから。

武津 いやいや待って。去年早慶戦に勝っても、結

果としてシーズンは良くなかったですから、「そこだ

けに照準を合わせるのは、どうかな？」というのが個

人的な意見です。

だってそうじゃない？慶應は、去年早慶戦負けても、

最後は良かった。逆なのよ。

伊藤 そうだけど、慶應は｢春秋しっかり分けて考え

ている｣ので。

やはり“勝つ！”というのが目標で、そのステップアッ

プが、トーナメントとかリーグ戦だと考えています。

なので、早稲田に勝つ準備は、徹底的にしていこう

と思います。

武津 まあ、早稲田も、伊藤くんが｢右に行くのか？ 

左に行くのか？｣を研究します。

一同 （笑）

――早慶戦とは、自分にとってなんでしょうか？

伊藤 この質問は、初めてだ（笑）。

武津 えーー。

伊藤 思い入れは、学年を重ねるにつれてどんどん

強くなっています。

武津 確かに。年を追うごとにという感じです。や

はり慶應には負けたくないです。

伊藤 世間的にもライバルなので。でも、仲良いけ

どね。ここの２人は、仲悪いけど（笑）。

武津 確かに（笑）。

伊藤 けど、｢バスケ人生最後の大一番｣という感じ

です。何十年たっても、｢この試合のことは忘れない」

と思います。バスケ人生｢最後の早慶戦｣とか、ね？

武津 意地のぶつかり合いです。うっす。伊藤を倒

して。

伊藤 武津を倒して。

一同 （笑）

伊藤 自分にとっては、人生ラストのビックゲーム

です。

武津 そうだね。同じです。

伊藤 こんな幸せなことはない。

武津 観客いっぱい入るし。特別ですよ。

伊藤・武津 みなさん、楽しんでください！
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この突撃部隊とミスターオールラウンダーを｢どう

止めるか？｣が鍵ですね。

権田 木村(晃)くんは中学の時からすごかったので、

ジャンプシュートも相当上手く、大学入っても早慶

戦のいいところでシュート決めたりとか、お祭り男の

イメージですね。そこを乗せないために、｢どういう

風にするか？｣ を考えていかなければいけないです

ね。

平野くんにも、中学の時に決勝でやられたので…。そ

れに加えて、｢泥臭い部分で一番頑張れるプレイヤー

｣ということも洛南の人からも聞いていますし、実際

にプレーでも体現しているので、すごく厄介な２人

です。

吉川 さっき権田も言っていましたが、ずっと全国

のトップレベルのトップスターの方々です。特徴が

あって、木村(晃)くんだったら｢シュートが上手い！｣

だとか、平野くんだったら｢泥臭いところ頑張れる！」

とか。

しかもこの２人が頑張ると、｢チームが盛り上がって

いるな！｣という印象が強い。

早慶戦は”流れ”というのが、”チームの盛り上がり！”

だったり、”会場の雰囲気”ということのが、とても

大きな影響を与える試合です。だから、「しっかりこ

の２人を静かにさせて｣、慶應が勝てるようにしたい

です。

――お互いのチームから取り入れたい部分はありま

すか？

権田 シュート力は、取り入れたいかな。

吉川 あとは速攻の出し方が、慶應より”全然上手い

な！”と思っていて、リバウンドを取ってガードに渡

してからの切り替えが速く、慶應もそれをやりたい

です。しかし、全然上手くいかない。

平野 なんだろうな…。就活中なので、慶應ＯＢの

コネとか取り入れたいです（笑）。

権田 早稲田もいっぱいコネあるでしょ（笑）。

平野 全然違うよ（笑）。

木村 ベンチの盛り上がりとか、慶應は一体感があ

る。早稲田は、結構個人個人で盛り上がる感じで、ま
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――今シーズン初の対外試合（六大学戦）でしたが、

初日を振り返っていかがですか？

権田 今シーズン初めての対外試合だったので、や

はり｢上手くいくか？｣心配な部分もたくさんありま

した。

個人的には、ファウルをたくさんしてしまいました

し、「100％満足のいく結果だったか？」というと、そ

んなこともなかったです。でも、私が慶應に入学し

てから”早稲田に勝つ”ということがなく、”今日初め

て勝つ”ことができました。

早慶戦で今日みたいな勝利が挙げられたら、”もっと

嬉しいだろうな”と思っているので、今日勝てたこと

に慢心することなく、本番でも勝ちたいと思います。

木村 慶應は監督・コーチが変わりましたし、｢少し

今までとはスタイルが違うのかな？｣という印象を受

けました。早稲田も新人が入ってきて、まだ練習も

あんまりやっていないし、日が浅いので、両チームと

も”チーム作り途中”という感じでした。

私自身は、まずしっかり怪我を治した後にチームに

入れるようにすることを、目標にしています。

今、「慶應は、早稲田に勝ったことがない｣みたいな

というのは、これから何ヶ月も練習していったら｢恐

ろしい存在になるかも？｣と思うと、結構恐いです。

木村 去年の入替戦とかも見ていましたが、慶應は

すごくタテに速いイメージで、｢前に前に｣｢点を取っ

て点を取って｣という感じがありましたが、今年はよ

りチームワークというか、合わせのプレーとかが多く

て、チームとしてちょっと違うというか、方向性が変

わっていっているのかなという気がしました。

個人的に、慶應の選手はすごく能力的に高い選手が

多いので、｢そこまで合わされると、｢より厄介になっ

てくるのかな？｣という気がします。

吉川 去年の早慶戦は、河上さんだったり木村(晃)

くんだったり｢中のプレイヤーにやられていた｣とい

うイメージがありました。しかし、今日はガード陣が

速くて、慶應がやりたいバスケットをやられてしまっ

た場面があったので、その辺りが噛み合ってきたら

「早稲田は恐いな」という部分があります。

平野 慶應は、去年に比べてシステムではなくて、”

形にとらわれないバスケット”をしているかなと思い

ました。「いつものシュートタイミングとは違う」と、

変わりましたね。すごいです。

――お互いの選手の印象は？

木村 吉川くんと権田くんは、もう中学から知って

いるので、「２人は相変わらず点を取るな」というイ

メージですね。

中学の時は、選抜とかでチームメイトだったので、

前は頼もしい仲間だったんですけど、今はめっちゃ

厄介です。わざと外してリバウンド取ったりするし

（笑）。吉川くんは、全部突撃してバスケットカウント

取ってくるし（笑）。

平野 突撃部隊だよね（笑）。

木村 伊藤くんとかも確かに厄介なのですけど、

やっぱりキャプテンだし、ガンガンいくっていうイ

メージですね。ここの２人に乗られると、ちょっと慶

應としても乗ってきちゃうと思うので要注意ですね。

平野 権田くんはオールラウンダーで、今日もしっ

かりブロックされましたし（笑）。吉川くんは木村(晃)

も言っていましたが、突撃部隊なので、早慶戦では

ことを、権田くんが言っていましたが、正直僕らはそ

こまで気にしていなかったです。

本番では、私の中で｢早慶戦は勝つ｣ことしか経験し

ていないので、最後も勝とうかなという感じです。

吉川 監督・コーチが変わって新しい試みをいろい

ろ繰り返している中で、今日新しく試してみて｢どこ

まで成功できるのか？｣という感じでした。ある程度

の手応えは感じましたが、やはり早稲田は木村(晃)

くんも出ていなかったですし、新人がどんどん力を

伸ばしてくると思いますが、早慶戦は今日みたいな

形で”しっかり”勝ちたいなと思います。とりあえず、

今日初めて早稲田に勝てたので嬉しかったです。

平野 慶應は、｢すごく噛み合っているな！｣という

感じでした。しかし、早慶戦では、しっかり早稲田が

勝てるように！ ちょっと慶應は、浮かれているので

（笑）。

――お互いのチームの印象はいかがですか？

権田 １年生がやはり“すごいな！”というのが、去

年との１番の違いだと思います。

さっき木村(晃)くんも言っていましたが、まだ練習

にも参加していない中であれだけの力が発揮できる
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と平野についていくだけです。

権田 いろんなポジションを、任せられると思いま

す。得点を求められ、リバウンドも求められてと、い

ろんなことを求められるシーズンだと思うので、多

分やらなければならないことがたくさんあって、大変

なこともあるかもしれない。

しかし、一つ一つ乗り越えないと成長もしない。一つ

一つやらなければならないことを、一つ一つ解決し、

１年終わった時に｢満足して、やりきったぞ！｣と思

えるような１年にしたいです。

――ではチームの目標を教えてください。

平野 チームも同じです。一部復帰とインカレ優勝

です。

吉川 早慶戦で優勝することと、あと日本一です。春

は、早慶戦だけしっかりみて頑張ろうと思います。

権田 今年は、早慶戦にかけているから。

吉川 いや、本当に早慶戦だけみているから。

権田 俺らは、“All for早慶戦”だから。

吉川 本当にそれだよ。

木村 だって、俺ら勝ったら４連覇だもんね（笑）。

権田 俺らは、今３連敗だよ。

吉川 十分に泣いてきているからね。

権田 ちょっと考えてみ？３連敗の気持ち。

木村 うーん、なんかね、分からないね、その気持

ち。負けたことがないから（笑）。上からになっちゃ

とまり感がない。早慶戦の応援とかも、代々木でやっ

ているのに”アウェイ“みたいな。

あの一体感、ちょっといいなとは思います。

――この冬の間は、どのような練習をしていました

か？

権田 ２～３月というのは、監督・コーチが変わって

練習のやり方も相当変わりました。そのやり方とか、

ルールっていうものを、みんなに徹底させる期間で

した。

吉川 とりあえず、ディフェンスのルールをしっかり

徹底させようとして、ディフェンスの練習は結構重

点的にやっていました。

オフェンスは、個々が能力を持っていると思うので、

ある程度自由にやらせようという感じでした。後は

シューティングとウエイトを、結構やりました。

権田 やっぱりシュートが入らないと勝てないし、１

部に上がると体のぶつかりとかも相当激しくなると

思っているので、そこを重点的にやりつつ、練習で

はみんなの共通理解としてルールを徹底することを

中心的にやっていました。

平野 とりあえず走りました。走ってウエイトして、

３日前ぐらいに初めてスクリメージをやりました。

ずっと、走ってウエイトでした。

木村 すごく走っています。私は怪我をしているの

で走っていないけど、外から見ていて｢今年はすごく

ムをまとめられるか？

まとまっていない訳ではないですけど、去年２部に

落ちてチームとして１部で戦うことができないし、今

年は１部に復帰するということが絶対条件の中で、

早慶戦を含めて他の試合も戦っていくので、大きな

目標に向かって｢どれだけみんなが武津を中心にま

とまっていけるか？｣だと思います。

なので、僕らも武津をサポートしますし、武津もしっ

かりみんなを引っ張っていって初めてチームの力が

発揮できるのではないかと思います。

平野 私も武津だと思います。その通りです。

権田 山崎 哲は、阪口さんも期待していますし、イ

ンサイドは私たち背が低いので、私とか黒木とか

がゲームに出ない場面で、彼が上手くチームの柱

になってくれれば、たぶんインサイドの幅が相当広

がってくると思います。「山崎の成長が、今後のチー

ムを救うのだ！」と阪口さんも言われていたので、「そ

うだ！」と思います。

私自身も、割とインサイドのプレーもやるので、今年

は山崎にいろんなことを教えていけたらなと思って

います。

吉川 大元ですね。あいつが一番能力を持っていて、

得点能力とかもスバ抜けている。しかし、やっぱりま

だ優しい部分がある。「自分が、自分が」というのも

ない。練習中も｢１２０％の力を出せ｣と言っていま

すが、｢８０％の力でも僕らより速く走れる｣だとか、

得点を挙げられているので、いかにあいつに｢自分が

点を取るのだ！｣という意識を持たせられるかという

ことを、私は今、頑張ってやっています。

――今シーズンの個人的な目標を教えてください。

吉川 今年は、去年と違って副将という責任ある立

場なので、責任あるプレーをしていこうと思ってい

ます。３年生や伊藤が苦しい時に、「自分が一番頑張

ることでチームをいい雰囲気に持っていくこと」が、

自分の役割だと思っています。

平野 個人としては、チームを一部復帰させて、最

後のインカレにおいて日本一になることです。

木村 まず、私は膝を治します。そして私は、武津

走っているな｣と思います。

権田 例年以上に走っているの？

木村 今年は、走っているよ。早稲田は、今年背が

低いので、そこは“走ってなんぼ”っていうところは

あると思うので、そこには重点置いています。

去年１部でやりましたけど、体格の面で言ったら東

海大・青学大とかと比べると弱かったので、そこを

もう１回やり直して、シーズン長いですから土台作り

みたいな感じでした。

――今年のチームカラーは？

権田 やっていきたいことは、全員がみんなきちん

と意見が言えて、コミュニケーションがとれるチーム

というのを目指しています。今のところ｢実践できて

いるか？｣と言われれば微妙ですが、みんなが意見を

出して”元気なチーム”というのは作れてきていると

思う。

元気なチームの次の段階として、”実のある声”や”

意味のある声”を、出せるチームにしていきたいです。

まだまだですが。

吉川 去年まで佐々木先生がコーチだったので先生

の方針に従っていた感がいて強かった。今年はそこ

から解放され、みんな自由にできるというか、自由な

意見も発せられるようになりました。

平野 早稲田は、キャプテンの武津が日本男児みた

いな｢すごく硬派な真面目なやつ｣なので、あいつに

ついて行って、カチッとした感じになっていくのかな。

木村 監督は、｢みんなキャプテンでもいい｣と言っ

ています。今年は私たち４年生が多く、４年生がチー

ムに与える影響はすごく大きいと思う。

武津がキャプテンですけど、プレーの面では、平野

や自分が、リーダーシップを発揮できると思う。武津

は、チームのキャプテンとしてしっかりやってくれる

と思います。「実戦ではみんなが、自覚を持ってやっ

ていく」というのが、早稲田のチームカラーではない

かと思います。

――新シーズンを迎えるにあたって、今年キーマン

となりそうな選手はどなたですか？

木村 私は、武津だと思います。武津が、いかにチー
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思うのですが、その歴史の１ページを刻めるような

大会です。

――最後の早慶戦への意気込みをお願いします。

権田 絶対勝つしかない。本当に“浮かれ野郎”なん

かに、負けたくないので（笑）。

春シーズンは、早慶戦を目標に慶應はやっていきま

すし、今年一年を振り返った時に、「早慶戦に勝つか

負けるか？」、その結果は私達の人生にも後々関わっ

てくると思うので、「何としても負けられない一戦！」

として、絶対勝ちたいと思っています。

木村 チームとしての目標は、１部復帰と日本一な

ので、そこは変わらないけれど、前期の最後の早慶

戦を勝って終わるというのは、チームとしてもその

本当の目標に対しても意味のある試合になると思う。

まず勝って前期を終わるというのと、僕らは｢勝った

早慶戦しか経験してない！｣ということを、今回勝つ

ことができたら多分死ぬまで言うのだろうなと（笑）。

私は、｢もう早慶戦は勝つものだ！｣と思っているの

で、絶対に勝つと思っています。

吉川 ３年間負けてきたので、｢終わりよければ全て

よし！｣という考え方もあって、「自分たちの代で勝て

ばいいかな？」と切り替えている。しかし、やっぱり

｢最後に自分たちの代で勝ちたい！｣というのと、後

輩達にも勝利を味わせたことがないので、勝ったら

それだけの感動だったり喜びだったりがあると思う。

それを味わいたいと思っています。

平野 1985年(第43回)の早稲田４連勝以来の４年

連続で勝った代ということで、そこで勝つことによっ

て後輩達にも語り継いでいきたいなと。

あと、アウェイということもあるので、黙らせてやり

ます（笑）。

うけど。

でも、今年早稲田はアウェイじゃないですか、それ

に対してどう思いますか？

吉川 “完全にホーム作ろう”としているから（笑）。

――オフの日はどのように過ごしていますか？

平野 飲んで寝ています（笑）。前の日に飲んで４時

くらいに起きて、ご飯を食べてそのまままた寝るみ

たいな。大学生です（笑）。

吉川 女の子と遊んでいます。権田もそうです（笑）。

慶應は、女子としか遊んでないです。

キャプテンが、いけないのです。キャプテンが遊ん

でいるので、そうなってくると｢どうしてお前遊んで

いないの？｣みたいになる。遊んでないと馬鹿にされ

る。

権田 確かに、そういう雰囲気あるよね。

吉川 伊藤が悪いということで、遊んでいます（笑）。

権田 僕も女の子と遊んでいるのかな…（笑）。女の

子っていうと良くないからね、お付き合いしている

子と。不特定多数じゃなくてね。

木村 そう言わないと、誤解を招くからね。

吉川 慶應はみんなそうです。オンオフの切り替え

を、しっかりやっているので。

木村 私は、キャプテンの武津さんと共にお買い物

に行かせて頂くことが、この上ない幸せなので。武

津さんに｢行くぞ！｣と言われたら、「へっへい！」と

言ってついてきます（笑）。

そして荷物を持って…。それが僕のオフの過ごし方

です。私は、武津さんと過ごせるのが一番幸せなん

ですよ。

――試合前のモチベーションの上げ方など、何かあ

りますか？

権田 ｢左足から紐を結ぶ｣ことくらい。

吉川 私も右足から結んで、あとスラムダンクの１３

巻を読みます。流川が海南戦で、一人で点とるやつ。

権田 プレーに出ているよね（笑）。

木村 私は、チームメイトの小林くんとアップの時

のぶつかる練習を全力でやって、全力で吹き飛ばさ

れます。

分たちで考えないといけないという難しさがありま

す。

――今までに印象深かった早慶戦はありますか？

木村 全部印象深いわ。

吉川 全部悔しい。

権田 全部だめだったし。

平野 私は、１回も早慶戦に出たことがないのです。

去年は怪我で、一昨年とその前は｢この時期は絶対に

出場しない｣。それで、秋から出始めるのです。

｢外から見ても分からない｣、という感じです。

木村 早慶戦は、本当に楽しいです。とりあえずあ

の中で出場し、自分がバスケをしているのが好きな

ので楽しいイメージしかない。そして、勝てるので

（笑）。

権田 毎回相当悔しいので、毎回印象深いとしか言

えない。どの負けが｢一番悔しかった？｣とかもない

ですし。

吉川 そうだね。全部悔しかった。

――早慶戦とはなんですか？

平野 命がけっすよ。プライドが掛かっているしね。

木村 俺は、お祭りなのだけど。楽しくバスケでき

ますね。

一番自分が早稲田大学にいるのが誇らしいというか、

勝ったらなおさらですけれど。

勝ってたくさんの人が来てくれると、「自分って早稲

田大学の学生なのだ」ということ、みんなが見てくれ

て「早稲田のためにやっているのだ！」というのを感

じられるので、バスケの試合以上の意味がある大会

なのかなと思います。

権田 こんなに盛り上がる試合って、早稲田と慶應

の試合くらいしかないと思います。代々木が満員に

なって、あれだけみんなが声援を送ってくれるとい

う“特別な試合に出場できる権利”があるのって早稲

田と慶應の学生しかいないと思うので、本当に特別

な試合なのだと思っています。

吉川 伝統ある早稲田と慶應だからこそ、あれだけ

の盛り上がりだったり、OB・OGが来てくれて盛り上

がったりするのがあって、今後もずっと続いていくと

私は、験を担ぎまくります。他には、｢朝駅までの道

のりは絶対こう歩いていく｣ みたいな。この信号を

渡って、この道を歩いて…。面倒くさい奴なのです

よ（笑）。

平野 験は担がないですね。

木村 一時期の「試合前に団子を食べよう！」みたい

な。

平野 あったね！一時期２人でやっていた。

試合前は、「とりあえずみたらし団子を食べる」みた

いな。２日くらいで飽きました。

権田 一時期すぎる（笑）。

平野 あと私はモモカンをよく入れられるので｢す

ごくゴツいパワータイツを、これから試合で履こ

う！」、みたいな。でもその日試合に出られなくて、止

めました（笑）。

インナーも着ないし、そういうことやりだすとダメで

すね。

――監督・コーチについての印象をお願いします。

木村 よく怒られますけど、それについても自分が

悪いと思っているので。

平野 嘘です（笑）。

木村 正直自分としては、「怒られるのは仕方ない」

と思いますけど、結構“怒るイメージ”とかもあると

思います。私は、倉石さんのゼミに入っていますが、

本当に普段はNBAとかバスケのことが大好きないい

人です。NBAのこと話し始めたら、「授業時間全部終

わっちゃう」みたいな。バスケに対する熱意とかは、

本当に｢日本でトップの人なのだ｣と思います。

平野 私も同じです。

権田 私は、高校のときの先生が、今年から大学の

コーチになられたということで、割と全部が全部で

はないですけど｢考えていることとか、どういう風に

したいのだろうかな？｣ということは、何となく汲み

取れる側だとは思っています。そういうアドバンテー

ジがある分、今まで阪口さんとあまり接してこなかっ

たチームメイトたちに、「ああいう風に考えているの

では？」とか、提案できると思います。

吉川 自由にバスケをさせてくれる。でもその分自
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――六大学戦は、今季初の対外試合でしたが、初日

を振り返っていかがですか？

池田 疲れました。本当に疲れました。

大元 ずっと出っぱなしだったの？

池田 いや違うけど。

黒木 早稲田にずっと負けていた分、試合前から慶

應はみんな燃えていたのを感じましたね。結果勝て

てよかったですが、まだ詰められる部分もあったな

と感じています。

――早慶戦でのキーマンはどなたでしょうか？

福元 ３年生だと思います。

池田 早稲田は、木澤ですかね。

大元 今日はちょっと木澤くんのスリーポイントに

やられてしまいました。要所要所でしっかりこなし

てくるので。バスカンのところとか。

木澤 いや大元くんの方がすごかったです。

大元 いやいやいやいや。木澤くんは、上げるのが

上手いんですよ。私は、本当に外していました。

――お互いの印象はいかがですか？

福元 早稲田は、すごく展開が速くて、正直びっく

りしました。

山本 慶應は、チームルールがすごく徹底している

なと思いました。ディフェンスとかオフェンスとか、

すごくシステマチックにやっていて、ほぼ完成され

ているのではないかと。

木澤 今シーズンは、未だほとんどスクリメージし

てないですよ。

大元 本当に？慶應も２日間しかスクリメージして

なかったです。

福元 スタートのメンバーも、今日が初めてでした。

木澤 慶應はもう、ディフェンスのダブルチームと

か、オフェンスのセンターフラッシュのスクリーン、

ハイポストフラッシュとかが、しっかりできている

なと感じました。

大元 全部ばれていますね（笑）。ＵＣＬＡとかやっ

てないし。でもそれを木澤くんに言われるのは、ち

ょっと嫌ですね（笑）。

――お互いのチームの取り入れたい特徴はあります

か？

黒木 切り替えの部分が、早稲田はすごくいいなと

思いました。

木澤 慶應は、リズムとか関係なしにやってきて、速

攻でいきなりスリーを打ってきました。そこが慶應

の持ち味なのかなと思います。思い切りがいいです。

そういった部分が早稲田には欠けているのかなと思

います。

大元 ピックが上手いなと思いました。ハイピック

とかですごくスペースができていて、そういうとこ

ろは、慶應にはないコートでのスペースの作り方と

いうか、上手な空間の作り方だと思いました。

――皆さんは新３年生ということですが、上級生に

なって意識の変化はありますか？

山本 やはり上級生としての自覚を持って、下級生

を引っ張っていけるように頑張ります。

一同 同じです。

福元 今までは先輩方についていくだけでしたが、

上級生になって引っ張っていく部分と、逆に４年生

を支える立場にもあるので、そこの考え方や言動な

どにすごく敏感になっています。

――昨シーズンを終えてから今シーズンまではどん

なことを意識して過ごしましたか？

大元 ３年生になって甘えは許されないと思うので、

結構ストイックにやっていきたいなというのが自分

の中にはあります。

私は、シューティングが好きなのでほぼ毎日欠かさ

ずやってきましたし、朝練とかも積極的にやってき

ました。そういうところは、３年生になったときに

決めたことなので、これからも継続してやっていき

たいと思います。

池田 ２年生までにずっとやってきたことの中で通

用する部分と通用しない部分というのがありました。

シーズンオフになってからは、そういったことを自

分の頭の中で常にイメージを持ってシューティング

やトレーニングをしてきました。

――去年の４年生が抜けてチームの雰囲気に変化は

ありましたか？

木澤 新キャプテンの武津さんや平野さん、木村

（晃）さんら、４年生が練習中にしっかりと声を出し

てくれていて、自分たちはそういった上級生を裏切

ることはできないなと思っています。

黒木 うちのチームは人数が少ないので、その少な

い中の一人一人が興味を持つというか、声を出す。お

互い指摘し合うことでコミュニケーションがすごく

取れていると思うので、いい雰囲気でやれていると

は感じています。

――オフの過ごし方を教えてください。

木澤 よく１人…で買い物に行っています。

一同 １人！？（笑）

山本 寝ています。

池田 疲れていたら休みますし、疲れていなかった

ら遊びに行ったりしますね。

黒木 私は田舎者で全然知らないので、いろんなと

ころに行ってみたいなっていうのがあって、１人だ

ったり友人とだったり、結構いろんなところに出か

けています。アクティブレスト的な感じです。

福元 私も田舎者なので（笑）。部活の同期と仲が良

いのですけど、部活以外の友達とも会ったりします。

大元 私は、カフェで読書しています。

一同 （笑）

黒木 狙っていますね（笑）

大元 あ、でも私は一人暮らししているので、みん

なと遊びに行くことがあんまりないですね。体育館

へ行って、たまたま自主練している人とバスケした

り、そのあと一緒にご飯食べたりっていう感じです。

――バスケット以外の趣味はありますか？

大元 読書ですかね（笑）。

木澤 １人映画とか好きです。

大元 私も映画を観に行くのは好きです。

山本 私は趣味がないです。

――この機にお互いに聞きたいことはありますか？

大元 慶應はバスケ部で集まることがよくあります

けど、早稲田はどうなのかなって思いますね。
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ています。

池田 自分らにない部分をしっかりやってくれてい

て、本当に尊敬できるキャプテンだと思います。

――早慶戦の意気込みをお願いします。

黒木 私たちの代ももちろんそうですけど、伊藤さ

んの代も入学してからまだ一度も早稲田に勝ててい

ないので、その分“勝ちたい”というのが強いですね。

福元 今年はホームというのもありますし、優勝し

たいです。

大元 伊藤さんを胴上げしたいですね。伊藤さんと

できるのもラストシーズンですし、ゴマをするとか

じゃなくって（笑）。伊藤さんを、男にしたいです。

木澤 私たちはこの２年間勝ってきているので、ど

っちかと言うとやりやすいイメージがありますね。

池田 今日は、負けたけど。

木澤 そうですね。４年生のためにも勝ちたいです。

頑張りたいです。

福元 慶應は同期で、この前も７人ぐらいでご飯と

か行って。

木澤 まあ、仲いいですね。

――新キャプテンについての印象は？

大元 伊藤さんは、本当にバスケットに対してスト

イックなので、チームの中心となって動くには一番

だと思います。行動で示すタイプなので、伊藤さん

を筆頭にチームがまとまっていこうっていうように

ベクトルが同じ方向を向いていると思います。

福元 バスケットにストイックというのが本当にす

ごいので、そういうところは私も含めて下級生もや

っていきたいと思います。

黒木 リスペクトしています！

木澤 武津さんもストイックで、キャプテンになっ

てからも、練習をきちんとやってないと厳しく注意

してくれます。｢さすがキャプテンだな！｣と感じま

す。副キャプテンの平野さんも、声で盛り上げてチ

ームを引っ張ってくれます。２人とも本当に尊敬し
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習も与えられたメニューを自分たちでこなすという

イメージでしたが、今季は４年生を中心に練習メ

ニューも自分たちで考えてやっています。学生主体

というか、自分たちが主役になって盛り上げたりし

て。去年と比べて私としては、居心地のいいチーム

になったなと感じています。

西戸 チームのルールは、４年生が考えていること

を中心にしていますが、１・２年生から提案したり、

それがチームのプレイにうまく溶け込めたらそれが

チームのルールになったり、という事もあります。

「自分たちで考える」というところが大きく変わった

ので、そこを伸ばして慶應らしさを出していきたい

と思います。

河合 早稲田は、そんなに雰囲気的には変わってい

ないのですが、去年は規則がこれといって決まって

おらず、緩くなってしまうことがありました。

今季は、そういうことを徹底しようという話になっ

て、全員でミーティングをする回数も増えましたし、

学年ごとのミーティングも増えました。話し合いを

持つことで思っていることをきちんと言えるように

なって、コートに立ったら学年関係なく指摘し合え

るような仲に徐々になってきています。そういう面で

は、去年に比べてすごくいい意味の厳しさを持って

やれています。

宮脇 雰囲気は、相変わらず楽しい感じでやってい

ますが（笑）。練習で緩む部分は少なくなってきて、｢

いい感じの練習ができているかな？｣と思います。

――自分のチームの強みを教えてください。

宮脇 まだできていないのですが、早稲田はディ

フェンスからのブレイクが持ち味なので、それを出

していけば｢いいゲームができて勝てるのではない

か？｣と思っています。

河合 それに加えて、去年に比べて今年は絶対的な

エースがいないこと。みんなだいたい同じくらいの

プレイを、｢誰が何分出てもできる｣というのが強み

だと思います。今日の試合もそうだったのですが、た

くさんの人がまんべんなく与えられたプレイタイム

で“全力を出し切れる！”というのも今年の強みかな
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――昨シーズンを振り返っての感想をお願いします。

河合 ２部に落ちたことや成績を残せなかったこと

を考えると、早稲田というチームにとっては苦しい１

年でした。

個人としては試合にも多く使ってもらい、その中でポ

ジションも１つ上がって１年間で大きく成長できた

な、と感じています。

宮脇 昨年は全然勝てなくて、リーグ戦はとても苦

しい日々でした。でもその中で、私もスタメンなどで

長い時間試合に出ることができ、１年で大きく成長

できたと思います。

西戸 慶應はガード陣が多いチームなので、目標と

する先輩方がたくさんおり、そのプレイを参考にで

きました。また、試合に出るチャンスをもらい、それ

らを実践することもできました。多くの経験を積む

事が出来たシーズンだったと思います。

チームとしても一部復帰という目標を果たすことが

でき、今シーズンへのモチベーションにも繋がり、と

ても良かったと思います。

後藤 私は３人と違って昨シーズンは試合に出る機

会がありませんでした。ですが、そういう経験をする

と３ヶ月、自分たちで取り組んでいきたいと思います。

河合 慶應と早稲田、今季のチームは結構似ている

ような気がしています。早稲田も慶應もガードを多

く使って、オールコートで当たっていって。チーム

ルールとかは違うと思いますが、スタイル的には似

ているなと試合中にも感じました。

慶應の方がディフェンスの足も動いていました。早

稲田が、速い展開で作りたいと考えていたリズムを、

慶應に先に作られてしまって、そこは見習わなけれ

ばいけないと感じますね。

あとは、早稲田はこのスタイルに変わってから日が

浅いので、残り３ヶ月できちんとみんなで統一意識

を持ってやれたら、もっと成長できると思います。｢

その時には見ていろよ！｣、という感じです（笑）。

宮脇 自分たちがやりたいと思っているディフェン

スや速攻が、今回あまり発揮できなかったので、そ

ういう早稲田の良さを出して、早慶戦では勝ちたい

と思います。

――相手チームで警戒している選手はいますか？

宮脇 同じポジションの黒木さん。リバウンドが強

いので、そこを頑張って抑えられるものなら抑えた

いな、と。

河合 私は同じポジション、同じ高校出身で、高校

時代からポジション争いをしてきた伊藤さん、大元

さん、西戸くん。その３人に負けないくらい、ディ

フェンスもオフェンスも頑張りたいと思っています。

西戸 私はガードとして試合に出ることが多いので、

池田さんとか河合くんとかですね。点数を取ってく

れる先輩はたくさん居るので、自分はディフェンス

を頑張れたらと思います。

後藤 私もガードとして、河合くんと池田さん。あ

と、早稲田は新入生も結構入ってきたので。あと３ヶ

月で、そういう人たちを目標にするのではなくて追い

つけるように、しっかりやっていきたいと思います。

――新チームの雰囲気を教えてください。

後藤 新入生はまだ練習に来ていないのですが、監

督をはじめ体制が大きく変わりました。

去年まではいい意味で「やらされる」というか、練

中で、自分がチームに入ったら｢こういうことができ

るのではないか？｣、という外の目が身に付いたなと

思います。プレイでの成長はそんなにありませんで

したが、バスケット選手として成長できたと感じてい

ます。

チームとしては４年生が一体感を出してくれて、

チームを作りあげてくれたという感じがすごく良

かったです。慶應としては１部にも上がれ、いい１年

だったと感じています。

――今日、六大学戦で対戦した感想をお願いします。

後藤 早稲田は選手個人の能力が高くて、１対１の

部分では慶應は敵わなかったと思いますが、私た

ちはそういう部分をチームで補えたのだと思います。

早稲田の選手は一人一人が本当に強いので、そのあ

たりは私たちも見習わなければいけないと感じまし

た。

西戸 ２月にシーズンインして、チームのルールを

色々確認してきたことがありますが、それをこの早

稲田戦でうまく機能させることができたということ

が、６月の早慶戦につながる点だと思いました。

また、改善すべきところも見えてきたので、そこはあ

2 年生  西戸、後藤（慶大） 河合、宮脇（早大 )
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後藤 私は、静岡の高校に通っていたので、河合く

んの友達が結構同じ高校にいたんですけど、オール

５で成績優秀だったと聞いています。

河合 そうなんですよ。勤勉なんです（笑）。

――では次に、尊敬する先輩はどなたですか？

後藤 ガードの伊藤さんです。私も伊藤さんも出身

が同じ神奈川で、中学の頃から知っていて、慶應を

選んだのも｢伊藤さんがいる｣ということが少なから

ず？、ちょっとだけあります（笑）。

西戸 寸前までゴマをするな（笑）。

後藤 私生活は見習えない方？ですけど、バスケに

対する姿勢とかプレイというのは同じポジションと

して尊敬して目標とする選手の一人です。

西戸 高校つながりで洛南というのもありきたりだ

と思うので、私のここ最近の一押しの先輩は福元さ

んです。いじり甲斐があります！（笑）

河合 それ尊敬してないだろ（笑）。

西戸 いや、私が尊敬している点は、いじっても怒

らないところです！（笑）

宮脇 それ馬鹿にしてるだろ？（笑）。

西戸 あの優しく包み込んでくれる暖かさを、とて

も尊敬しています（笑）。

と。

西戸 ディフェンスからの速攻などは、早稲田と変

わらないところなので。

でも、盛り上がった時のベンチと選手の一体感では

勝っているのではないかと思います。そこを自分た

ちも楽しみますし、観客の皆さんにも楽しんで注目

していただけたらと思います。

後藤 まずは「一体感」。慶應はタテとヨコのつなが

りが部活においても大学においてもすごく強いとこ

ろなので。それが特にバスケ部では、しっかり先輩

後輩関わらずに意見が言えるし、仲良くじゃれ合っ

たりもできるということで、そういうチームワークと

いう点では他の大学にも勝っていると感じています。

あとは、今年結構身長が小さいチームなので、練習で

もシューティングを取り入れています。外のシュート

などが、チームの強みになっていけばいいなと思っ

ています。

――逆に、相手チームの強みは何だと思いますか？

後藤 早稲田は、やっぱり１対１ですね。今日の試合

でも感じたことなのですが、池田さん・河合くんたち

が、１対１でバンバン抜いてきて。個々の能力が本当

にずば抜けていると思うので、そういうところは私た

ちで、｢勝って早稲田の校歌を歌いたい｣です（笑）。

――オフの日はどのように過ごしていますか？

宮脇 オフの前日にとりあえず遊びまくって、オフの

日は寝ます（笑）。

河合 私もそういう日はありますが、オフの日は早く

帰ってチームメイトと映画とか観に行ったりします。

西戸 そうですね、私は結構家庭的なので（笑）。

宮脇 嘘つけ!（笑）

西戸 掃除、洗濯、買い物、自炊です。

河合 “嘘”って、つけといてください（笑）。

西戸 で時間が余ったら、好きなものを買いに行っ

たり、映画を観に行ったりします。

後藤 西戸くんが言っていた掃除っていうのは、嘘

だと思います。彼の家に行ったりしますが、結構散

らかっていますから（笑）。

西戸 おい!

後藤 私は、買い物行ったり、女の子と遊んだり。

河合 うらやましいな（笑）。

宮脇 今のところ“赤線”引いて載せといてください。

河合 更に太字で（笑）。

――お互いのコートの外での印象や、普段のキャラ

クターはどのような感じですか？

西戸 河合くんは隠し事が多いです（笑）。

宮脇 ｢洛南は秘密主義｣だから、自分のことはあま

り出さないのですよ（笑）。

西戸 で、後藤くんはチャライです（笑）。

宮脇 さっきの発言からも、それはわかるわ（笑）。

後藤 いやいやいやいや。

河合 で、西戸くんは裏でチャライです（笑）。

後藤 本当に裏でチャライです（笑）。

西戸 宮脇くんは不健康です。暴飲暴食とか。さっ

きチームメイトから聞いたのですが、｢お昼がポテト

チップスだった｣らしいです（笑）。

宮脇 いや、ちょっとジャンキーなものが好きなの

ですけど、お昼がポテトチップスだったのは、パンが

売ってなかったので仕方なくです（笑）。

河合 昼飯なかったから、今日負けたんです（笑）。

宮脇 そう、それです!（笑）

ちも、もっと技術を磨いて攻められるようになれたら

いいなと感じています。

西戸 後半特にやられてしまったように思うのです

が、アウトサイドのシュートの決定力が非常に高い

こと。ノーマークやここで欲しい、というタイミング

でシュートを冷静に決められる力を身につけたいと

思います。

河合 慶應は、自分よりもペースを持続させる力が

強くて。今日の試合を振り返っても、慶應のペース

で試合が進んだ時間は早稲田の倍近かったように思

い、その勢いと持続力を感じました。私たちは、す

ぐ流れが切れてしまって、そこから落ちていくみたい

なことがおこりやすいので。その辺りを見習って、常

に自分たちのペースで高いレベルでプレイを続けら

れるようにしたいと思います。

宮脇 勢いに乗ったらすごいし、早稲田が勢いに乗

ろうとした時にも、すぐまた慶應のペースに戻されて

しまうところ。そういう勢いに乗る力を見習いたいで

す。また、チームディフェンスやダブルチームの戻り

も早くて完成しているなと思ったので、そういうディ

フェンスも見習いたいです。

――慶應にとっての早稲田の印象はいかかですか？

後藤 去年も早慶戦で負けていますし、今年の４年

生は３年間ずっと負けているので、早稲田はライバ

ルというか常に上にいる存在で、絶対今年は勝ちた

いなという気持ちが強いです。

西戸 早慶戦の印象だと、早稲田の校歌を歌うとき

の独特のフリのイメージが強くて、やはり、｢負けて

歌われた｣ということもありますが、それを阻止する

ためにも今年こそは絶対に勝ちたいです。

――早稲田にとっての慶應の印象はいかがですか？

河合 去年は早慶戦で勝ったとはいえ、シーズンの

成績的にみて早稲田が２部に落ちて慶應が１部に上

がっているので、私たちが今年１部に上がるために

もその１つのステップとして、慶應が強いことは分

かっていますが、勝ちたいなと思っています。

宮脇 去年は早稲田が１部で慶應が２部でしたが、

今年は逆の立場になったのでチャレンジャーの気持

西戸 良

慶應義塾大学

河合祥樹

早稲田大学

後藤宏太
宮脇隼人
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後藤 あと、あのふくらはぎ!（笑）

西戸 そうですね、ふくらはぎも力強いですし、１年

生が入ってきたら私もそんな先輩になりたいです。

河合 私は何といっても平野さんです。平野さんは

高校の先輩だからというわけではなく、見ているだ

けですごいインパクトがあるじゃないですか（笑）。

髪型もあれば、あとベンチで一人だけ「うぇいっ」っ

てやっているところとか（笑）。

なんかそういう、目立とうとしてないのにすごくイン

パクトがあるというのがいいなって。私もああいう

「皆に印象を与える人」になりたいなと。まあ髪型パ

ンチは、まだちょっと（笑）。

宮脇 やはり私も平野さん。そして木村(晃)さんを

尊敬しています。あの２人がいるとチームが盛り上

がるので私もそういう存在になりたいと思います。

河合 あと、主将の武津さんも付け加えといてくだ

さい（笑）。

――昨年の早慶戦を振り返っていかがですか？

後藤 正直、去年やる前は｢ボロボロに負けるのじゃ

ないか？｣と思っていましたが、あと一歩のところま

で追い詰めることができたので、去年の春の私たち

の状況からすると上出来かなと思いましたが、やは

り最後勝てなかったのは悔しいです。

でも、その負けがあったからこそ、秋のリーグ戦で良

い結果が残せたというのもあるので、去年の早慶戦

は私たちにとってターニングポイントだったのかな

と思っています。

西戸 終盤に逆転して、最終的に再逆転され負けま

したが、観に来てくれた友達に聞くと「いい試合だっ

たよね」って言われました。しかし、これは裏を返せ

ば、「いい感じだったけど結局勝てなかったね。」と言

われているように私には聞こえたので、今年は友達

も含めて会場全体を見返せるように「今年の慶應の

強さ」を見せられたらいいなと思います。特に今年

は、ホームですから。

河合 私の印象は観客が多くてあがってしまって、｢

どんなプレイをしたか？｣とかあまり試合の内容は

覚えていません。そのあとのレセプションでＯＢの方

に「お前のお陰で勝ったよ!」って言われたときは、も

うハッピーでした（笑）。今年もそう言ってもらえる

ように、活躍できたらなと思います。

宮脇 やる前に先輩から「早慶戦はやばい！」と言わ

れていて、どういう意味かなと思っていましたが、観

客がたくさんいて、早慶戦独特の雰囲気とかもあっ

て、代々木体育館で試合ができて楽しかったです。

他の試合と比べても１年間で一番観客が多い試合

だったと思いました。そういう雰囲気の中で観ても

らって気持ちよかったです（笑）。

――リーグ戦など他の試合と比べて、早慶戦は皆さ

んにとってどのような位置づけですか？

宮脇 絶対に負けられない試合ですね。

河合 やっぱ、慶應だけには負けてはいけないとい

うか、私たちも１年を過ごして、早稲田愛というか

母校愛もすごく強くなりました。、カラオケに行った

ら、｢締めには校歌を歌うって！｣いうようになったく

らいです。（笑）。

西戸 バスケ以外の體育會の友達も全体で応援して

くれるし、他の競技全体で見ると早稲田に押され負

けしていると思うので、｢バスケは違うぞ！｣というと

ころを絶対に見せたいです。

後藤 私らの今年の春シーズンの目標が、トーナメ

ントとか新人戦じゃなくて｢早慶戦優勝って！｣いう

くらいなので、それくらい絶対に負けられない戦い

ですね。

――ではその絶対に負けられない早慶戦の今年の意

気込みをお願いします。

後藤 絶対に勝ちます！

西戸 ２年目ということで、２年生から慶應の力を見

せていきたいと思います。

河合 早稲田は今改革中なので、今後起こしていく

革命を見せて慶應を驚かせたいです。勝たなきゃい

けないですが、勝ち負けの前にまず私が活躍します! 

宮脇 去年は最初の少ししか試合に出ていなかった

ので、多くの時間プレイして、活躍します！絶対に負

けられない試合です！

THE 対談  慶應×早稲田
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早慶
ランキング対決！

早慶ランキング対決。
選手の中で○○なのは誰か？ という質問を両

大学の選手にアンケート。大学別に、得票数に応
じてランキングした。
バスケに関することから私生活に至るまで、選

手の知られざる一面を垣間見ることが出来るこの
企画は必見!!

VS

２.筋肉マンは？

３.面白い人は？

本学で一番フィジカルの強い
筋肉マンは誰だ！昨年 1 位
の平野を抜いて 1 位に輝い

たのはこの男、筋肉マン永井良佳
だ。昨年 2 位だった彼が見事 1 位
に輝いた。努力の賜物だ！ミスタ
ー早稲田コンテストに向け着々と
準備が整ってきている。2 位は昨年
1 位の本学が誇る筋肉マン平野哲郎
だ。すね毛が全く生えていない美
脚からは想像もつかない程の重り
をつけてウェイトトレーニングに
励んでいる。次いで多くの票を獲
得したのはこの男、小林祐太郎だ。小林のドライブは、ダ
ンプカーのようにディフェンスを引きずりながら進んでい
く。必見だ。平野と小林の２人は 187 センチと、さほど大
きいわけではないが、高校時代から 2m を超える外国人留
学生とゴール下で争い、更に大学で鍛え上げた体を武器に
泥臭いプレイでチームを奮起させる。マウンテン・ゴリラ
のように暴れる彼らに大注目。なんと 2 人は寮で同部屋。
彼等の○○号室では何か秘密の筋トレでも行われているの
だろうか。

毎日笑いの絶えない我がチー
ム。その笑いの中心にいる
面白い男は誰だ！ 1 位はこ

の男。アイドル大好き、「わたぴゅ
ー」こと中島渉だ。ずっと「ぴゅ
ーぴゅー」言っている本学一不思
議な男。何を振っても “ しょうも
ない ” 返しをしてくる。体幹トレ
ーニングがきつい時に思わず出て
しまった「やぁ～ばいっしゅ！！」
は今年の本学の流行語 ( 笑 )。わた
ぴゅーの次に多く票を獲得したの
は「ふんちゃん」こと小林祐太郎だ。
1 年の時にリュックに鳥の糞をつけて練習に来たことから
そう呼ばれるようになった。あだ名の由来からして面白す
ぎる。とても大らかで何を言っても笑いで返すふんちゃん、
良いお父さんになること間違いなし。3 位は佐藤智也。モ
ノマネがすごく上手で、ジャイアンと平泉成は鉄板。最近
はテラスハウスのようさんの歌が上手になって来た。運動
神経がいい上に面白い、モノマネも上手。どうやったらそ
んなに多才な猿になるのだろうか。

本塾の誇る筋肉マ
ンは次の３名で
ある！

１位は、“ 本塾のウェイ
トリーダー ” を務める中
村滉平だ。「熊、出没注
意！」という看板が、日
吉に置かれてもおかし
くない。マウスピース

を剥き出しにとてつもない錘 ( おもり ) を上げるその姿は、
まるで “ 熊 ”。ウェイト後のプロテインと蜂蜜は欠かさない
ことから、「プー」のあだ名も持つ。
２位は、藤井和朗だ。一見筋肉がなさそうにみえる彼だが、
インナーマッスルには揺るぎない自信を持っている。ぶれ
ないのだ。満員電車で急停止しても、彼だけは動かない。
３位は、福元直人と山崎健詞の二人である。｢福元のふくら
はぎ｣ と ｢山崎の胸筋｣ は是非注目して頂きたい。このふ
たりのそれらは、努力どうこうのレベルではない。“ 先天
的なもの ” なのだ。スキニーが履けない福元。山崎に至っ
てはハト胸と猫背の両方を持ち合わせている。｢一般人に戻
った時にどうするのか？｣、筆者は常に心配しているところ
である。

笑いに厳しい本塾 ” において、
最も面白いのは誰なのか！
見事１位に輝いたのは、清

家智である。彼は、何故あんなに
も面白いのだろうか。本当に、た
だただ面白い。面白すぎる。罪深
いとさえ感じる。ボケとツッコミ
を双方こなす万能さ、更には滑り
知らずの一発ギャグをも持ち合わ
せる、紛れもない本塾のエースだ。
２位は、学生トレーナーを務める
角田侑大華だ。彼は、清家智とタ
ッグを組むことで 120% の力を発

揮するが、個人能力は低い為鉄板のネタを欲している。
３位は、学生コーチの田辺夏彦だ。彼は部で一番細い。そ
して薄い。それを使った自虐ネタは、どんなに悲しんでい
る人でも笑わせてしまう。悲しんでいる人に顔の一部をあ
げるアンパンマンのようなものだ。そんな彼に、本塾バス
ケ部はいつも元気をもらっている。
そして、昨年まで１位を飾っていた八島は、就職活動の影
響か面白さを失いオーラがなくなってしまった。よってラ
ンキング外に終わってしまった。悔やまれる。

中村 滉平（４年・Ｆ・理工）

藤井 和朗（２年・Ｆ・経済）

福元 直人（３年・Ｇ・環境情報）
山崎 健詞（３年・Ｇ・経済）

清家 智（３年・Ｆ・経済）

角田侑大華（３年・学生トレーナー・商）

田辺 夏彦（３年・学生コーチ・経済）

1位

1位

2位

2位

3位

3位

1位

1位

2位

2位

3位

3位

永井 良佳（３年・Ｇ・基幹）

平野 哲朗（４年・Ｆ・人科）

小林裕太郎（４年・Ｆ・スポ科）

中島 渉（４年・Ｆ・スポ科）

小林裕太郎（４年・Ｆ・スポ科）

佐藤 智也（２年・Ｇ・社学）

永井 良佳

中島 渉

１.足が速いのは？

早 慶

今シーズンの本学は、スピー
ドと運動量で他のチームを
圧倒する。そんな中、一番

足が速いのは誰だ！ 1 位に輝いた
のはこの男、池田慶次郎。動きが
速すぎて試合中の彼の甘いマスク
を見ることが難しいとファンが嘆
いている。また、彼の運動量とス
ピードをバッシュが物語る。いつ
も一週間程度でバッシュが駄目に
なる。1 年の時から速攻では必ず先
頭を走りチームを引っ張ってきた
彼が、今年は得点源として、エー
スとしてチームを牽引する。池田の気魄溢れるプレイに注
目だ。池田に次いで 2 位にランクインしたのは國枝健太。
とてつもない身体能力を持つ國枝、動きが速すぎでボール
を置いてきてしまうのが難点であるが、スピードに乗った
時の彼を止められる者はいないだろう。3 位はこの “ オス ”、
佐藤智也である。まぁ彼の足が速いのは当然、猿？なのだ
から。野生の猿のような、というより野生の猿の躍動感溢
れる曲芸…ではなくプレイに注目だ。なんと 3 人とも社会
科学部である。社会科学部では特別な講義でも行われいる
のだろうか…

俊足な選手 ” が揃っている本
塾において１位に輝いたの
は、“ 韋駄天 ” の異名を持

つ真木達だ。神から与えられた天
性のバネは、是非コート上で体感
して頂きたい。あなたが目撃する
のは真木達の残像だろう…。女の
子なら痺れて動けなくなってしま
うこと間違いなしだ。
惜しくも２位になってしまったの
は、大元孝文だ。オフは一日中家
でゲームをしているという彼だが、
そんなことからは想像もつかない

程の足の速さを発揮する。その “ ギャップ ” に、またして
も女の子は痺れてしまうだろう。
３位は本塾の秘蔵っ子・金井堅介だ。そんな彼は、脚の回
転数が人間の領域を超えている。｢人類史上最も速いピッチ
走法の使い手｣ である彼だが、走っている時のフォームや
形相はあまり美しいとは言えない。女の子を痺れさせるの
は難しいだろう。

真木 達（３年・Ｇ・環境情報）

大元 孝文（３年・Ｇ・環境情報）

金井 堅介（２年・ＣＦ・環境情報）

1位
2位

3位

1位
2位

3位

池田慶次郎（３年・Ｇ・社学）

國枝 健太（３年・Ｇ・社学）

佐藤 智也（２年・Ｇ・社学）

池田慶次郎 真木 達

中村 滉平

清家 智

早

早

慶

慶
“

“
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６. 服装がオシャレなのは？

スーパーモデル集団と呼び声
高い早稲田大学バスケット
ボール部。その中で一番オ

シャレなのは誰だ！ 1 位はこの男し
かいない。自他ともに認めるオシャ
レ番長木村晃大だ。高い身長とガタ
イを生かした格好はまるでファッシ
ョンカタログからそのまま飛び出し
てきたのではないかと驚かされる。
素足に革靴、あの有名な石田純一ス
タイルも彼がやれば木村晃大スタ
イルになってしまう。彼が着こなせ
ない服装はないだろう。2 位は、本
学が誇るスーパーモデル “SHUJI” こと八川修士。常に流行の
最先端を行く SHUJI。流行に敏感過ぎてインフルエンザやノ
ロウイルスまでも先取りしてしまう。彼のファッションは常
にみんなの憧れ！彼の所属する商学部の女性は皆「SHUJI の
女」といっても過言ではない。どのブランドのどのショップ
に入っても挨拶をされるという伝説を持っている。AIR 
JORDAN ならぬ AIR SHUJI ができる日もそう遠くはない。3
位は、伊藤諄也。彼の整った顔とモデルのようにすらっと
した体型を生かしたオシャレな服装は、所沢キャンパスで
は浮いてしまうのか？彼には友達が一人もいない。

数少ない私服を着る機会に、
いかに存在感を発揮する
か。

１位の山崎健詞は、大学生と思え
ない程 “ 地味な色合い ” を好む。彼
には「最低限身体を保護する・寒
さから逃れる」以外に、服の用途
がないのではないだろうか？きっ
と、トータルコーディネートとい
う概念も無いように伺える。だが、
それがまたオシャレである。
２位は中村滉平だ。彼の本気の私
服は、誰も見たことがない。未知

数の為、２位とさせて頂いた。叶うのであるならば “ パリ
コレのランウェイ ” を、是非とも彼には歩いて頂きたい。
きっと彼の本気の私服は、本場の人を魅了するに違いない。
３位は、学連派遣を務める柴田篤志だ。彼ほどラコステを
愛する者を、私は見たことがない。｢とりあえずラコステ！
｣ なのだ。悪魔と永遠の命と引き替えに、「金輪際ラコステ
しか着ない！」と契約を交わしたとしか思えない。そのせ
いか、最近あのワニのマークに顔が似てきてしまっている
ような気がする。

山崎 健詞（３年・Ｇ・経済）

中村 滉平（４年・Ｆ・理工）

柴田 篤志（３年・学連派遣・経済）

1位
2位

3位

1位
2位

3位

木村 晃大（４年・Ｆ・スポ科）

八川 修士（３年・Ｇ・商）

伊藤 諄哉（２年・Ｆ・人科）

木村 晃大 山崎 健詞

７.努力家は？

本学一の努力家は誰だ！ 1 位
は当然この男、永井良佳だ。
チームで与えられたメニュ

ーの他にもウェイトトレーニングで
自主的に、誰よりも追い込んでやっ
てきた結果があの肉体だ。ウェイト
トレーニングが終わったらドリブル
練習。もはや全体練習よりも自主練
習の方が多いのではないかというく
らいだ。2 位はキャプテン武津祐太郎。
毎日練習後にドリブル練習、ストレ
ッチは欠かさず行っている。そうい
うところでもチームを引っ張ってい
るのだ。3 位は佐藤智也。彼の正確なシュートは、寮飯の時限
さえやり過ごし、時間ギリギリまで体育館に残ってシューティ
ングをするという日々の積み重ねからくるものだろう。今回選
ばれたのはこの 3 人だが、チーム全員が勝利のため全力で努
力している。小柄な今年の本学、日々の練習だけではなく、そ
れ以外の場所でどれだけ自分を追い込めるか。それは、ここか
らチームの一人一人が、どのように成長するかにかかっている。
努力の成果を披露する舞台、それが試合である。今日、この伝
統ある早慶戦で、毎日汗を流し努力してきた彼らの気持ち溢れ
る、泥臭い早稲田らしいプレイをとくとご覧あれ。

練習ハ不可能ヲ可
能 ニ ス 」。 こ の
精神のもと日々

努力を惜しまない本塾
の部員達。その中でも
特に努力家な３人を紹
介しよう。
１位は、中島一樹だ。｢
練 習・ ウ ェ イ ト・ ス ト

レッチ｣ 全てに全力を注ぐ彼は、この１年間で ｢化け物じ
みた身体｣ を手に入れてしまった。もう引き返すことは出
来ない。後悔しても、もう遅いのだ。
２位の大元孝文は、誰よりも早く来てシューティングをし、
誰よりも負けず嫌いである。その努力量は並大抵のもので
はない。無尽蔵の体力は、そういったところからきている
のだろう。
３位は、西戸良だ。妥協を許さない彼の練習やウェイトに
臨む姿勢は、全国のバスケットをしている ” ちびっ子にみ
せたいくらいだ。もし ｢辛いことがあって自分に負けそう
な時｣ は、是非西戸と共にバスケットに励んでほしい。

中島 一樹（３年・Ｇ・総合政策）

大元 孝文（３年・Ｇ・環境情報）

西戸 良（２年・Ｇ・総合政策）

1位
2位

3位

1位
2位

3位

永井 良佳（３年・Ｇ・基幹）

武津祐太郎（４年・Ｇ・文構）

佐藤 智也（２年・Ｇ・社学）

永井 良佳

中島 一樹

早慶ランキング対決！

５.カリスマ性があるのは？

カリスマ性溢れる男は誰だ！
1 位は、昨シーズン 1 年生
ながらスタメンガードとし

て定着した河合祥樹、次いで 2 位
に選ばれたのは今シーズンエース
としての活躍が期待される男、池
田慶次郎。3 位は、1 年の時からシ
ックスマンとして安定した活躍が
みられる木澤義椰。カリスマ性部
門の上位を本学が誇るトップ 3 ガ
ードが独占した。普段クールで多
くを語らない大人しい 3 人だが、
秘めたるものは誰よりも熱い。河
合はチーム一負けず嫌い。池田は口にはしないが男気の塊。
誰よりもチームのためにプレイする。木澤は普段は何を考
えているかわからない不思議ちゃんだが、誰よりも熱い男
だ。選手からはもちろん、倉石ヘッドコーチからも信頼厚
いこの 3 人。今シーズン本学が勝ち上がるためにはこの男
達の更なる成長、活躍が必須である。彼らのカリスマ性溢
れ、チームを背中で引っ張る全力プレイに注目だ。

チームをまとめ上げるカリス
マ性に優れているのは誰な
のか。

学生コーチとして日々チームを引
っ張っている、松村直樹が１位だ。
｢感性が他人とずれている｣ ことは
間違いなく、突拍子もないことを
言い始めるが、その言動には一貫
した考えがある。トンチンカンな
こと言っているようでも、チーム
のことを最も考えているのだ。だ
からみんな、彼についていくのだ
ろう。

２位は、副将を務める吉川治瑛だ。彼も独特の感性で生き
ている。それは、シュートフォームにも現れている。エキ
セントリックなあのフォームからくり出されるシュート
は、早稲田の脅威となるだろう。
３位は後藤宏太だ。とくにカリスマ性があるわけではない
が、｢カリスマ性がありそうな外見｣ をしている。ただそれ
だけである。

松村 直樹（４年・学生コーチ・政治）

吉川 治瑛（４年・Ｇ・環境情報）

後藤 宏太（２年・Ｇ・環境情報）

1位
2位

3位

1位
2位

3位

河合 祥樹（２年・Ｇ・スポ科）

池田慶次郎（３年・Ｇ・社学）

木澤 義椰（３年・Ｇ・人科）

河合 祥樹 松村 直樹

４.知的な人は？

文武両道を志す早稲田大学バ
スケットボール部、その中
で最も知的なのは誰だ！見

事 1 位に輝いたのは、やはりこの
男、勉強マンこと根本研。2 年連続
の 1 位を獲得した。最上級生にな
った今シーズン、彼はチームの相
談役的存在だ。ひとつひとつの言
動に筋が通り知性が溢れている。
何か困ったことがあれば根本に相
談だ。次いで 2 位にランクインし
たのはこの男、木澤義椰。まぁ正
直なぜ彼が 2 位なのかわからない。
ぱっと見は賢そうに見えるかもしれない。しかし彼は “ ど
天然 ”。飲み物を入れるピッチャーをキャッチャーと言う
など数々の天然エピソードを持っている。そんなところが
愛くるしい ♡ 本学一の愛されキャラだ。だが、なぜ知的
部門で 2 位なのかは謎である。次いで 3 位。実質、木澤を
抜いて 2 位にランクインしたのは我らがキャプテン武津祐
太郎だ。知的、真面目、優しい。この３つに尽きる。キャ
プテンとして “ 気持ち ” でチームを引っ張る彼のプレイは
今年の本学の「象徴」だ。

バスケットボール部の部員で
ある前に、まずは学生であ
ることを重要視している本

塾。
その中で見事１位の座を獲得した
のは、４年の土肥啄史だ。選手紹
介のページで是非土肥の顔を確認
して頂きたい。なんと知性溢れる
顔立ちであろうか。だがこれには
カラクリがある。人は、｢自然とお
でこから知性を感じる｣ ようにカ
スタマイズされているのだ。その
中でも一番、彼のおでこから知性

を感じた為、１位とさせて頂いた。勘違いしないで頂きた
いのが、前髪がある人は馬鹿だと言っているわけではない。
副務を務める平山浩樹が、２位だ。一つ一つの言動から滲
み出る知性は、まるで ｢仕分け中の蓮舫｣ を彷彿とさせる。
彼も、｢どことなく意識している｣ に違いないだろう。日吉
発渋谷方面の通勤特急 ｢時刻表を暗記する｣ という、得意
技も持っている。
３位は金子煕だ。彼は、常にやる気がないダメ人間を演じ
ている。だが、本当は ｢スペックの高い能力系の人間｣ で
あるということを隠すための仮の姿なのだ。｢出しゃばった
人間は潰される｣ 現代社会を生き抜く術を持つ彼を、この
ランキングから外すことは出来ない。

土肥 啄史（４年・Ｇ・経済）

平山 浩樹（３年・副務・法律）

金子 煕（２年・Ｆ・環境情報）

1位
2位

3位3位

1位
2位

根本 研（４年・Ｇ・スポ科）

木澤 義椰（３年・Ｇ・人科）

武津祐太郎（４年・Ｇ・文構）

根本 研 土肥 啄史

早

早

慶

慶

早 慶

早 慶
「


